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「
玉
取
物
語
」
の
材
源
と
特
質

―
久
生
十
蘭
論

―
VII

須

田

千

里

は
じ
め
に

「
玉
取
物
語
」
は
、
直
木
賞
受
賞
作
と
な
っ
た
「
鈴
木
主
水
」（

一
）

（
昭

和
二
十
六
年
十
一
月
一
日
「
オ
ー
ル
読
物
」
）
と
ほ
ぼ
同
時
に
「
別
冊
文

藝
春
秋
」
（
十
月
三
十
日
）
に
発
表
、
の
ち
『
う
す
ゆ
き
抄
』
（
昭
和
二
十

七
年
九
月
文
藝
春
秋
新
社
）
に
収
録
さ
れ
た
。
久
生
十
蘭
の
脂
の
乗
り
き

っ
た
時
期
の
作
品
と
い
え
よ
う
。

三
一
書
房
『
久
生
十
蘭
全
集
』
Ⅱ
（
一
九
七
〇
年
一
月
）
澁
澤
龍
彦
「
解

説
」
は
、
久
生
十
蘭
の
本
質
で
あ
る
「
ス
タ
イ
ル
を
味
わ
う
と
い
う
、
小

説
本
来
の
楽
し
み
」
を
強
調
し
た
上
で
、
本
作
の
「
飄
逸
な
擬
古
文
体
」

の
「
堂
に
入
っ
た
語
り
口
の
技
巧
と
洗
練
」
を
称
賛
す
る
。
現
代
教
養
文

庫
『
無
月
物
語

久
生
十
蘭
傑
作
選

』
（
一
九
七
七
年
二
月
社
会
思
想

V

社
、
披
見
本
は
一
九
八
七
年
六
月
初
版
第
三
刷
）
都
筑
道
夫
「
男
ぶ
り
の

小
説
、
女
ぶ
り
の
小
説
」
も
、
「
文
体
と
構
成
の
ま
っ
た
く
難
点
の
な
い

作
品
と
し
て
、
私
が
こ
の
一
冊
の
な
か
で
、
も
っ
と
も
惚
れ
こ
ん
で
い
る

の
は
、
「
無
月
物
語
」
と
「
玉
取
物
語
」
の
二
篇
で
あ
る
こ
と
を
い
い
そ

え
て
、
解
説
を
お
わ
り
た
い
。
」
と
絶
賛
。
向
井
敏
『
本
の
な
か
の
本
』（
一

九
八
六
年
三
月
毎
日
新
聞
社
、
披
見
本
は
同
年
四
月
第
二
刷
）
「
タ
マ
は

一
つ
で
も
用
は
足
せ
る

久
生
十
蘭
『
玉
取
物
語
』
」
（
末
尾
に
「

・
'82

10

・

」
と
あ
る
）
も
、
「
起
承
転
結
み
ご
と
に
整
い
、
文
章
の
綺
羅
を
つ

3
く
し
、
話
術
の
芸
を
き
わ
め
た
「
珠
玉
」
の
短
篇
」
で
あ
り
、
同
時
期
の

「
シ
リ
ア
ス
仕
立
て
の
き
り
り
と
し
た
短
篇
」
が
多
い
中
で
の
「
変
り
種
」
、

「
時
代
も
の
の
名
作
に
は
珍
し
く
、
こ
れ
は
抱
腹
絶
倒
の
ユ
ー
モ
ア
仕
立

て
。
」
と
評
す
る
。
さ
ら
に
同
文
は
、
芥
川
龍
之
介
「
鼻
」
（
大
正
五
年
二

月
「
新
思
潮
」
）
の
筋
立
て
を
意
識
し
た
ふ
し
が
あ
る
が
、
「
青
っ
ぽ
い
思

い
入
れ
を
排
し
た
自
在
な
展
開
、
古
文
を
も
じ
っ
た
軽
妙
な
文
体
、
わ
け

て
も
警
抜
で
豊
か
な
ユ
ー
モ
ア
は
『
鼻
』
の
敵
す
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
。
」

と
高
く
評
価
し
て
い
る
。
本
作
か
ら
「
鼻
」
へ
の
連
想
は
、
自
身
の
左
陰

嚢
内
睾
丸
脇
に
で
き
た
硬
肉
芽
腫
瘍
摘
出
の
経
緯
を
記
す
藤
原
作
弥
「
玉

取
物
語
」
（
一
九
九
〇
年
十
月
「
文
藝
春
秋
」
）
も
同
様
で
あ
る
。
講
談
社

文
芸
文
庫
『
湖
畔

ハ
ム
レ
ッ
ト

久
生
十
蘭
作
品
集
』
（
二
〇
〇
五
年

八
月
、
江
口
雄
輔
解
説
）
に
も
収
録
さ
れ
て
お
り
、
比
較
的
有
名
な
作
品

と
い
え
よ
う
。

本
作
の
主
典
拠
を
山
内
豊
城
「
「
玉
と
り
日
記
」
別
名
「
や
ま
ひ
の
草

紙
追
加
」
」
と
指
摘
し
、
内
藤
遂
『
遣
魯
伝
習
生
始
末
』
（
昭
和
十
八
年
九

か
な
ふ

月
東
洋
堂
）
を
参
照
し
た
可
能
性
が
高
い
と
し
た
の
が
、
『
定
本
久
生
十

蘭
全
集

』（
二
〇
一
〇
年
十
一
月
国
書
刊
行
会
）
浜
田
雄
介
「
解
題
」（
以

8

下
「
全
集
解
題
」
と
略
）
で
あ
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、「
玉
と
り
日
記
」
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本
文
の
み
な
ら
ず
、
『
遣
魯
伝
習
生
始
末
』
の
地
の
文
や
註
を
利
用
し
た

個
所
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
典
拠
が
『
遣
魯
伝
習
生
始
末
』
で
あ
る
こ
と
は

動
か
な
い
（
以
下
「
典
拠
」
と
略
）
。
な
お
、
全
集
解
題
が
記
す
よ
う
に

「
同
方
会
誌
」
五
十
七
（
昭
和
七
年
五
月
、
た
だ
し
内
題
下
に
「
昭
和
七

年
三
月
編
」
と
あ
る
）
に
「
玉
と
り
日
記

山
内
豊
城

古
人
」
が
掲
載

（
前
書
き
八
行
を
付
す
）
。
ま
た
、
そ
の
概
要
は
森
銑
三
「
山
内
豊
城
の

「
玉
と
り
の
日
記
」
」
（
昭
和
十
八
年
八
月
大
道
書
房
『
近
世
人
物
叢
談
』

所
収

（
二
）

）
に
記
さ
れ
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
材
源
と
し
て
『
遣
魯
伝
習
生
始
末
』
そ
の
他
を
明
ら
か
に

し
た
上
で
、
そ
の
全
体
像
を
考
察
し
た
い
。

一

『
遣
魯
伝
習
生
始
末
』

―
主
典
拠

―

『
遣
魯
伝
習
生
始
末
』
に
よ
れ
ば
、
主
人
公
山
内
豊
城
（
一
八
〇
二
～

六
八
）
の
先
祖
は
、
元
和
年
間
（
一
六
一
五
～
二
四
）
に
「
御
先
手
与
力

番
代
り
を
し
て
、
初
め
て
幕
臣
と
な
り
、
世
々
江
戸
に
住
し
た
。
」（
「
二
、

山
内
作
左
衛
門
」
「
一
、
お
ひ
た
ち
」
「

山
内
家
譜
」
一
一
七
頁
）
。
父

A

信
経
は
松
平
定
節
に
仕
え
た
「
中
流
武
家
」（
「

山
内
豊
城
」
一
二
二
頁
）

B

だ
っ
た
が
、
文
政
元
年
（
一
八
一
八
）
に
死
没
し
た
た
め
、
豊
城
は
翌
年

主
家
か
ら
暇
を
賜
り
、
苦
労
し
て
寺
子
屋
を
開
く
な
ど
し
た
後
、
天
保
五

年
（
一
八
三
四
）
旗
本
伊
奈
遠
江
守
忠
告
（
一
六
四
二
石
余
）
に
仕
え
た
。

天
保
十
四
年
、
京
都
東
町
奉
行
に
任
命
さ
れ
た
伊
奈
に
従
っ
て
上
京
し
た

豊
城
は
、
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
正
月
伊
奈
が
小
普
請
奉
行
に
転
じ
た

際
に
随
従
し
て
江
戸
に
下
向
す
る
間
、
右
睾
丸
の
腫
瘍
に
悩
ま
さ
れ
る
が
、

同
年
十
月
手
術
に
よ
っ
て
除
去
し
、
慶
応
四
年
（
一
八
六
八
）
六
月
六
十

七
歳
で
没
し
た
（
「

山
内
豊
城
」
一
二
三
～
五
頁
、
「

少
年
の
頃
」
一

B

C

二
九
～
一
三
〇
頁
、
本
書
巻
末
年
譜
）。
豊
城
は
「
有
職
故
実
に
明
る
く
、

和
歌
に
於
て
も
既
に
一
家
を
成
し
て
ゐ
た
。
」
（
「

山
内
一
家
と
絵
師
岡

D

田
為
恭
」
一
三
三
頁
）
。
こ
の
教
養
が
「
玉
と
り
日
記
」
の
文
体
を
生
み

出
し
て
い
る
。

次
に
、
本
作
と
の
相
違
を
整
理
し
た
い
。
ま
ず
、
豊
城
が
右
睾
丸
に
異

常
を
覚
え
始
め
た
の
は
「
お
と
ゝ
し
の
頃
よ
り
」
（
「

嘉
永
年
間
の
睾
丸

E

摘
出
手
術
」
一
四
一
頁
）
と
あ
る
よ
う
に
弘
化
四
年
（
一
八
四
七
）
頃
か

ら
で
あ
り
、
前
述
の
嘉
永
二
年
正
月
江
戸
下
向
の
際
に
は
相
当
困
難
を
感

じ
た
た
め
、
一
月
二
八
日
に
帰
着
し
た
後
、
同
年
「
か
む
な
月
四
日
の
ひ
」

（
一
四
三
頁
所
引
「
や
ま
ひ
の
草
紙
追
加

一
名
玉
と
り
日
記
」
）
に
手

術
を
行
っ
た
。
た
だ
し
典
拠
の
地
の
文
で
は
単
純
に
一
ヶ
月
遅
れ
で
陽
暦

換
算
し
、
「
十
一
月
四
日
」
（
一
四
一
頁
）
手
術
と
し
て
い
る
（
正
確
に
は

陽
暦
十
一
月
十
八
日
と
な
る
）。

こ
れ
を
本
作
で
は
、
同
じ
嘉
永
二
年
だ
が
十
月
に
、
「
西
国
の
さ
る
大

藩
の
殿
様
」
が
帰
府
す
る
際
、
掛
川
［
関
］（

三
）

の
宿
付
近
で
右
睾
丸
が
痒

く
な
っ
て
軍
鶏
の
卵
ほ
ど
に
脹
れ

（
四
）

、
小
田
原
［
掛
川
］
で
は
雁
の
卵

ほ
ど
に
な
り
、
品
川
［
小
田
原
］
で
は
鵞
鳥
の
卵
ほ
ど
に
な
っ
た
、
と
す

る
。
十
二
月
二
十
八
日
江
戸
到
着
後
も
痛
み
が
退
か
ず
、
翌
嘉
永
三
年
閏

二
月
（
但
し
、
こ
の
年
に
閏
月
は
な
い
）
八
日
に
典
医
頭
伊
藤
玄
朴
等
の

診
断
を
仰
ぎ
、
種
々
準
備
し
て
十
一
月
四
日
手
術
と
し
た
。
す
な
わ
ち
、

典
拠
で
弘
化
四
年
頃
か
ら
嘉
永
二
年
十
一
月
ま
で
の
約
二
年
（
た
だ
し
悪

化
し
た
期
間
は
約
九
ヵ
月
）
だ
っ
た
の
を
、
本
作
で
は
嘉
永
二
年
十
月
か

ら
翌
三
年
十
一
月
ま
で
の
約
一
年
と
し
て
い
る
。
嘉
永
二
年
江
戸
下
向
の

道
中
で
悪
化
し
た
点
は
典
拠
と
同
じ
だ
が
、
悪
化
の
度
合
は
本
作
の
方
が

急
激
で
あ
る
。
ま
た
、
下
向
の
時
期
は
典
拠
が
一
月
な
の
に
対
し
本
作
は

十
月
で
あ
り
、
手
術
時
期
が
ち
ょ
う
ど
一
年
後
と
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
典
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拠
と
は
相
違
し
て
患
者
が
「
西
国
の
さ
る
大
藩
の
殿
様
」
で
あ
っ
た
た
め
、

万
が
一
に
も
失
敗
せ
ぬ
よ
う
蘭
方
医
た
ち
が
十
分
に
準
備
・
研
究
す
る
時

間
を
設
定
し
、
彼
等
の
苦
心
を
強
調
す
る
た
め
で
あ
ろ
う
。

続
い
て
本
作
で
は
、
嘉
永
二
年
十
二
月
江
戸
に
帰
り
着
い
た
殿
の
悩
み

を
紹
介
す
る
「
日
記
の
一
節
」
が
紹
介
さ
れ
る
。
典
拠
「
や
ま
ひ
の
草
紙

追
加

一
名
玉
と
り
日
記
」
に
は
以
下
の
よ
う
に
あ
っ
た
（
対
照
の
た
め
、

本
作
と
の
主
な
異
同
に
傍
線
を
付
す
。
以
下
同
じ
）。

同
じ
月
二
十
八
日
に
江
戸
に
か
へ
り
つ
き
に
け
り
、
道
す
か
ら
も
い

た
み
つ
ゝ
帰
り
て
後
は
、
い
と
ゝ
あ
ゆ
む
事
さ
へ
も
わ
つ
ら
は
し
く

成
り
て
た
れ
こ
め
て
の
み
あ
り
け
れ
は
、
ま
た
こ
ゝ
に
て
も
多
く
の

く
す
し
に
た
つ
ね
て
、
く
さ
〳
〵
よ
し
と
い
ふ
事
の
か
き
り
尽
し
た

れ
と
、

日
に
日
に
た
ゝ
大
き
う
な
り
も
て
ゆ
く
に
つ
け
て
、
を
り

〳
〵
い
た
み
な
や
む
事
さ
ら
に
や
む
と
き
な
し
、
か
ゝ
る
や
ま
ひ
な

ん
終
に
そ
の
い
た
む
所
、
は
ち
す
の
は
な
の
ひ
ら
く
こ
と
く
ゑ
み
く

つ
れ
て
く
さ
り
ゆ
け
は
、
い
の
ち
い
く
へ
く
も
あ
ら
す
と
い
ふ
を
聞

く
に
も
、
今
は
い
く
は
く
な
ら
す
そ
の
さ
か
ひ
に
い
た
ら
ん
と
お
も

へ
は
、
い
と
ゝ
や
す
き
心
な
し
、
（
典
拠
一
四
三
頁
）

一
方
、
「
玉
取
物
語
」
で
は
以
下
の
通
り
。

極
月
の
二
十
八
日
に
江
戸
へ
帰
り
つ
き
け
り
。
道
す
が
ら
も
痛
み
つ

つ
、
帰
り
て
［
て
の
］
後
は
歩
む
こ
と
さ
へ
わ
づ
ら
は
し
く
成
り
て

［
成
り
、
］
垂
れ
籠
め
て
の
み
あ
り
け
れ
ば
、
［
あ
り
け
る
。
］
多
く

の
医
師
を
招
き
、
種
々
、
よ
し
と
い
ふ
こ
と
の
限
り
を
つ
く
し
た
れ

く

す

し

く
さ
ぐ
さ

ど
、
ふ
ぐ
り
玉
、
日
に
日
に
た
だ
大
き
う
な
り
も
て
行
く
に
つ
け
て
、

折
々
、
痛
み
悩
む
こ
と
更
に
や
む
と
き
な
し
。
か
か
る
病
な
ん
終
に

そ
の
痛
む
と
こ
ろ
蓮
の
花
の
開
く
が
ご
と
く
壊
み
崩
れ
て
腐
り
行
け

は
ち
す

ゑ

ば
、
命
幾
日
も
あ
ら
ず
と
い
ふ
を
聞
く
に
も
、
今
は
幾
許
な
ら
ず
そ

い
く
ば
く

の
界
に
至
ら
ん
と
思
へ
ば
、
い
と
ど
安
き
心
な
し
。

さ
か
へ

傍
線
部
が
、
漢
字
表
記
・
送
り
仮
名
・
濁
点
・
句
読
点
等
を
除
い
た
異

同
で
あ
る
が
（
以
下
同
じ
）
、
「
い
の
ち
い
く
へ
く
も
あ
ら
す
」
（
命
生
く

べ
く
も
あ
ら
ず
）
を
「
命
幾
日
も
あ
ら
ず
」
に
変
え
、
殿
様
ゆ
え
に
医
師

を
「
招
」
い
た
と
し
た
以
外
は
、
読
み
や
す
さ
を
図
っ
た
改
変
で
あ
ろ
う
。

『
う
す
ゆ
き
抄
』
収
録
時
新
た
に
加
え
ら
れ
た
改
変
も
目
立
つ
。
な
お
、

「
同
方
会
誌
」
五
十
七
所
収
本
文
は
「
日
に
日
に
」
を
「
日
に
け
に
」
、「
は

ち
す
の
は
な
」
を
「
は
ち
す
の
は
」
と
す
る
こ
と
か
ら
、
依
拠
本
文
と
は

言
え
な
い
（
後
掲
の
引
用
個
所
で
も
照
合
し
た
が
、
や
は
り
独
自
の
異
同

が
あ
り
、
依
拠
本
文
で
は
な
い
）
。
同
様
に
、
国
立
国
会
図
書
館
蔵
の
早

川
憲
『
幽
香
叢
書
』
（
写
本
）
巻
九
所
収
「
や
ま
ひ
の
さ
う
し
追
加
」
原

文
も
「
日
に
け
に
」
で
あ
り
依
拠
本
文
で
は
な
い
。

次
に
本
作
で
は
、
嘉
永
三
年
（
一
八
五
〇
）
閏
二
月
、
将
軍
家
の
斡
旋

に
よ
り
典
医
頭
伊
東
玄
朴
と
奥
医
者
並
大
槻
俊
斎
・
戸
塚
静
海
ら
が
診
断

し
た
と
い
う
が
、伊
東
玄
朴
・
戸
塚
静
海
が
奥
医
者
に
任
じ
ら
れ
た
の
は
、

こ
れ
以
後
、
将
軍
家
定
の
病
状
が
悪
化
し
た
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
七

月
で
あ
っ
た
（
加
藤
友
康
等
編
『
日
本
史
総
合
年
表
』
二
〇
〇
一
年
五
月

吉
川
弘
文
館
）
。
こ
れ
は
典
拠
に
「
後
日
将
軍
家
の
典
医
に
上
つ
た
大
家

揃
ひ
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
程
豪
華
な
手
術
は
空
前
絶
後
と
い
ふ
も
過
言
で

は
あ
る
ま
い
。
」
（
一
四
七
頁
）
と
あ
る
の
を
用
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か

し
、
前
年
の
嘉
永
二
年
三
月
十
五
日
、
幕
府
は
漢
方
医
の
要
請
に
応
じ
て
、

外
科
・
眼
科
以
外
で
蘭
方
を
用
い
る
こ
と
を
禁
じ
て
お
り
（
前
掲
『
日
本

史
総
合
年
表
』
）
、
本
作
の
よ
う
に
将
軍
家
が
蘭
方
医
を
診
察
に
差
し
向
け

る
は
ず
も
な
か
っ
た
。
本
作
の
よ
う
に
伊
東
玄
朴
ら
を
「
奥
医
者
」
と
し

て
診
察
さ
せ
る
の
で
あ
れ
ば
、安
政
五
年
七
月
以
降
に
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
は
、
典
医
（
奥
医
者
）
で
あ
る
伊
東
ら
に
、
失
敗
の
許
さ
れ
な
い
、
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「
西
国
の
さ
る
大
藩
の
殿
様
」
の
外
科
手
術
を
行
わ
せ
よ
う
と
し
た
設
定

か
ら
生
じ
た
瑕
疵
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
で
伊
東
ら
三
名
の
名
が
出
た
の
は
、
典
拠
「

嘉
永
年
間
の
睾
丸

E

摘
出
手
術
」
（
一
四
二
頁
）
に
拠
る
も
の
で
、
大
槻
を
「
江
戸
仕
立
」
、
戸

塚
を
「
長
崎
仕
立
」
と
し
た
の
も
、
前
掲
典
拠

の
註
（
五
）
（
一
五
〇

E

頁
）
に
「
長
崎
仕
立
の
［
略
］
戸
塚
静
海
・
伊
東
玄
朴
［
略
］
に
対
し
、

江
戸
仕
立
に
は
、［
略
］
大
槻
俊
斎
［
略
］
等
が
あ
つ
た
。
」
に
拠
ろ
う
。

「
殿
」
が
詠
ん
だ
歌
は
、
全
集
解
題
が
指
摘
す
る
よ
う
に
術
前
術
後
二

種
の
歌
の
複
合
で
、
上
五
「
身
を
責
む
る
」
の
み
術
前
で
あ
る
。

「
そ
の
頃
の
日
記
」
の
引
用
も
、
前
述
の
典
拠
に
続
く
個
所
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、

さ
ら
は
い
か
ゝ
す
へ
き
と
問
ふ
に
そ
の
あ
し
き
た
ま
切
り
捨
る
法
は

あ
れ
と
、
未
た
こ
ゝ
に
そ
の
術
お
こ
な
ひ
し
事
な
け
れ
は
た
や
す
か

ら
す
と
云
ふ
、
さ
れ
と
、
と
て
も
か
く
て
も
此
ま
ゝ
す
き
行
く
は
、

死
ぬ
へ
き
道
に
い
て
立
行
く
に
て
、
立
か
へ
る
へ
き
期
は
あ
ら
ぬ
を

い
か
て
そ
の
術
お
こ
な
ひ
て
よ
其
の
療
す
る
わ
さ
あ
る
事
を
き
ゝ
な

か
ら
、
た
ゝ
に
死
ぬ
る
を
待
つ
こ
そ
を
こ
な
ら
め
、
そ
の
術
よ
う
せ

す
は
死
な
ん
の
み
、
さ
り
と
て
も
た
ゝ
い
さ
ゝ
か
の
い
の
ち
ち
ゝ
む

る
ま
て
に
て
つ
い
に
く
る
し
み
な
や
む
か
き
り
を
尽
し
て
死
な
ん
に

ま
さ
り
ぬ
へ
し
と
、
せ
ち
に
こ
ひ
て
い
よ
〳
〵
切
断
つ
事
と
は
な
り

ぬ
、

「
玉
取
物
語
」
で
は
、

さ
ら
ば
如
何
に
す
べ
き
と
問
ふ
に
、
そ
の
悪
し
き
玉
を
切
り
捨
つ
る

法
は
あ
れ
ど
も
、
未
だ
我
国
に
て
行
ひ
し
こ
と
の
な
け
れ
ば
、
容
易

た

や

す

か
ら
ず
と
医
師
は
言
ふ
也
。
さ
れ
ど
、
と
に
も
か
く
に
も
此
の
ま
ま

く

す

し

過
ぎ
行
く
は
、
死
ぬ
べ
き
道
に
出
で
立
行
く
に
て
、
立
帰
る
期
の
あ

ら
ざ
る
を
、
い
か
で
か
そ
の
術
を
行
ひ
て
よ
、
療
す
る
術
あ
る
事

い

［
「
事
」
ナ
シ
］
を
聞
き
な
が
ら
、
た
だ
に
死
ぬ
る
［
死
ぬ
］
を
待

つ
こ
そ
烏
滸
な
ら
め
、
そ
の
術
よ
う
せ
ず
ば
死
な
ん
の
み
、
さ
り
と

お

こ

て
も
戦
ひ
の
命
を
縮
む
る
ま
で
に
て
、
つ
ひ
に
苦
し
み
悩
む
か
ぎ
り

を
尽
し
て
死
な
ん
に
ま
さ
り
ぬ
べ
し
と
、
切
に
乞
ふ
心
と
な
り
ぬ
。

前
と
同
様
、
目
的
語
や
主
語
等
を
補
っ
て
読
み
や
す
く
す
る
改
変
が
ほ

と
ん
ど
で
、
『
う
す
ゆ
き
抄
』
収
録
時
に
加
え
ら
れ
た
改
変
は
少
な
い
。

た
だ
し
、
「
た
ゝ
い
さ
ゝ
か
の
」
（
た
だ
些
か
の
）
を
「
戦
ひ
の
」
と
し
た

た
め
、
手
術
に
よ
っ
て
少
し
ば
か
り
（
ま
た
は
か
り
そ
め
の
）
命
が
縮
む

だ
け
、
と
い
う
意
味
が
、
「
身
を
責
む
る
」
の
歌
と
呼
応
し
病
と
戦
っ
て

命
が
縮
む
意
と
な
っ
た
。
ま
た
、
「
玉
取
物
語
」
で
は
ま
だ
手
術
を
行
う

と
決
定
し
て
い
な
い
た
め
、
「
殿
」
の
個
人
的
決
意
に
留
ま
っ
て
い
る
。

そ
れ
を
受
け
、
蘭
方
医
た
ち
が
伊
東
玄
朴
宅
に
集
ま
っ
て
相
談
す
る
。

「
杉
田
玄
白
、
前
野
良
沢
の
「
解
体
新
書
」
が
翻
刻
さ
れ
て
か
ら
七
十
年
」

た
っ
た
が
（
後
に
は
「
七
十
と
何
年
」
と
も
あ
る
）
、
蘭
方
外
科
は
未
熟

で
あ
り
、
「
腫
瘍
の
ふ
ぐ
り
玉
を
切
取
る
技
は
、
い
か
に
も
、
［
「
い
か
に

も
、
」
ナ
シ
］
ぱ
れ
い
の
術
書
に
見
え
て
ゐ
る
が
、
そ
の
処
置
は
至
つ
て

む
づ
か
し
い
も
の
の
や
う
で
、
［
「
そ
の
処
置
」
以
下
該
当
個
所
ナ
シ
］
」

と
い
う
の
は
、
典
拠

の
「
此
の
劃
期
的
な
大
手
術
に
就
い
て
、
吾
人
に

E

想
起
せ
し
む
る
も
の
は
前
野
良
沢
、
杉
田
玄
白
等
の
腑
分
で
あ
る
。
彼
等

が
安
永
三
年
［
一
七
七
四
］
八
月
「
解
体
新
書
」
を
著
し
て
よ
り
、
実
に

七
十
五
年
の
歳
月
が
流
れ
て
居
る
。
」（
一
四
九
頁
）
や
「
睾
丸
腫
瘍
摘
出

手
術
は
文
献
上
に
現
れ
て
居
る
の
み
で
あ
つ
て
前
例
な
く
、
手
術
は
至
つ

て
困
難
の
旨
を
［
豊
城
が
］
語
り
聴
か
さ
れ
た
。
」
（
一
四
二
頁
）
に
拠
ろ

う
（
「
ぱ
れ
い
」
に
つ
い
て
は
後
述
）
。

集
ま
っ
た
蘭
方
医
の
う
ち
、
「
長
崎
仕
立
の
は
う
で
は
伊
東
玄
朴
を
は
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じ
め
と
し
て
、
竹
内
玄
洞
、［
本
間
玄
調
］
、
入
沢
貞
意
、
戸
塚
静
海
、
石

井
宗
謙
、
江
戸
仕
立
の
は
う
で
は
箕
作
阮
甫
、
高
須
松
寧
、
大
槻
俊
斎
、

坪
井
信
良
、
川
本
幸
民
な
ど
」
だ
っ
た
が
、
こ
れ
も
典
拠

の
註
（
五
）

E

（
一
五
〇
頁
）
に
「
長
崎
仕
立
の
竹
内
玄
洞
・
戸
塚
静
海
・
伊
東
玄
朴
・

入
沢
貞
意
・
石
井
宗
謙
等
に
対
し
、
江
戸
仕
立
に
は
、
箕
作
阮
甫
・
高
須

松
寧
・
大
槻
俊
斎
・
坪
井
信
良
・
川
本
幸
民
・
牛
塚
良
庵
・
呉
黄
石
等
が

あ
つ
た
。
」
（
傍
線
須
田
。
以
下
同
じ
）
と
あ
る
の
に
拠
る
。
初
出
に
無
い

本
間
玄
調
は
、
後
述
す
る
平
凡
社
『
大
百
科
事
典
』「
ラ
ン
ガ
ク

蘭
学
」

に
、
シ
ー
ボ
ル
ト
の
弟
子
（
戸
塚
・
竹
内
・
伊
東
・
石
井
等
）
を
羅
列
す

る
中
で
「
常
州
の
本
間
玄
調
」
と
見
え
た
の
を
補
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
な

お
、
全
集
解
題
で
は
「
高
須
松
寧
」
を
「
高
須
松
斎
」
の
単
純
な
誤
植
と

見
て
訂
正
し
て
い
る
が
、「
松
寧
」
は
典
拠
通
り
で
誤
植
と
は
い
え
な
い
。

高
須
松
斎
（
一
七
八
八
～
一
八
六
九
）
な
ら
嘉
永
三
年
（
一
八
五
〇
）
当

時
六
十
三
歳
で
、
伊
東
玄
朴
・
戸
塚
静
海
・
箕
作
阮
甫
よ
り
十
歳
余
り
上

で
あ
る
。
字
形
の
類
似
か
ら
言
っ
て
、
そ
の
養
子
高
須
松
亭
（
一
八
一
四

～
一
九
〇
二
）
が
典
拠
で
誤
植
さ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
伊
東
栄

『
伊
東
玄
朴
伝
』
（
大
正
五
年
七
月
玄
文
社
）
に
も
、
安
政
四
年
（
一
八

五
七
）
「
種
痘
所
建
設
の
費
用
を
醵
出
せ
る
人
名
」
に
「
箕
作
阮
甫

竹

内
玄
同

高
須
松
亭

永
田
宗
見

林
洞
海

大
槻
俊
斎

三
宅
艮
斎

マ
マ

坪
井
信
良
［
略
］
」（
九
三
頁
）
と
見
え
、
縁
が
深
か
っ
た
。

「
殿
上
の
御
腫
物
は
良
性
で
ご
ざ
つ
て
、
瘡
毒
［
梅
瘡
］
に
も
、
労
性

に
も
、
癌
腫
に
も
、
そ
の
方
の
悪
性
の
筋
を
ひ
い
て
ゐ
な
い
」
も
、
典
拠

の
「
由
来
睾
丸
腫
瘍
と
し
て
屢
々
挙
げ
ら
れ
る
も
の
に
梅
毒
、
癌
及
び

E結
核
等
が
あ
る
。
［
略
］
豊
城
は
此
の
手
術
後
二
十
一
年
も
延
命
し
て
居

る
処
を
見
れ
ば
、
良
性
腫
瘍
で
あ
つ
た
事
は
確
で
あ
る
。
」
（
一
四
九
頁
）

に
拠
ろ
う
。
な
お
、
当
時
の
蘭
方
医
学
の
流
れ
を
踏
ま
え
て
「
玉
と
り
日

記
」
を
検
証
し
た
高
澤
博
「A

N
E
C
D
O
T
A
(

)

―
隠
れ
た
史
実

―
」

28

（
「
国
立

病
院

機
構

千
葉
医
療
セ
ン
タ
ー
ニ
ュ
ー
ス
」

、
二
〇
一
〇
年
七
月
）

42

は
、
「
現
在
か
ら
推
定
す
る
と
、
睾
丸
結
核
、
奇
形
種
、
精
上
皮
種
の
類

マ
マ

マ
マ

の
疾
患
か
。
」
と
す
る
。

手
術
ま
で
の
数
ヶ
月
間
、
「
殿
の
ふ
ぐ
り
玉
に
殉
死
を
ね
が
ふ
」
、
す
な

わ
ち
手
術
の
実
験
台
に
な
ろ
う
と
申
し
出
る
藩
士
が
続
出
す
る
が
、
そ
の

名
前
も
典
拠
の
巻
末
索
引
か
ら
類
似
名
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な

わ
ち
、
本
作
で
挙
げ
ら
れ
た
五
名
中
、
「
杉
浦
三
蔵
」
は
典
拠
「
杉
浦
愛

蔵
」
と
「
岩
田
三
蔵
」
に
、
「
生
島
孫
太
」
は
「
生
島
孫
太
郎
」
に
、
「
多

門
孝
平
」
は
「
神
田
孝
平
」
と
「
多
門
季
三
郎
」
に
、
そ
れ
ぞ
れ
依
拠
し

た
も
の
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
種
々
の
研
究
・
準
備
を
経
て
十
一
月
四
日
手
術
が
決
行
さ
れ
る

が
、
場
所
が
「
下
邸
の
中
ノ
書
院
」
で
あ
る
と
か
、
戸
塚
以
下
四
名
が
前

日
か
ら
泊
ま
り
込
ん
で
準
備
し
た
等
以
外
は
典
拠
通
り
で
あ
る
。
真
中
に

畳
を
五
畳
積
み
上
げ
て
白
布
で
蔽
い
施
術
場
所
と
し
た
の
も
、
典
拠
に
「
先

お
の
れ
を
畳
五
帖
斗
か
さ
ね
た
る
う
へ
に
仰
向
に
ね
さ
せ
」（
一
四
四
頁
）

た
、
と
あ
る
。
こ
の
や
り
方
が
「
む
か
し
か
ら
順
天
堂
の
一
派
が
や
つ
て

ゐ
た
方
式
で
あ
つ
た
」
点
も
、
「
畳
を
重
ね
て
手
術
台
に
利
用
し
た
事
が

見
え
る
が
こ
れ
は
当
時
順
天
堂
一
派
の
常
套
手
段
で
あ
る
、
」（
一
四
七
頁
）

と
の
記
述
に
拠
っ
て
い
る
。こ
れ
が
切
腹
の
場
に
似
て
い
る
と
の
苦
情
は
、

次
の
「
御
母
堂
」
に
よ
る
横
や
り
と
も
ど
も
、
身
分
あ
る
「
殿
」
の
手
術

に
対
す
る
周
囲
の
過
剰
反
応
で
あ
り
、
本
作
独
自
の
設
定
で
あ
る
。

本
作
末
尾
ま
で
引
用
さ
れ
る
、
手
術
の
経
緯
を
記
し
た
「
殿
の
日
記
」

も
、
前
掲
二
例
と
同
じ
く
、
典
拠
に
少
し
手
を
入
れ
て
読
み
や
す
く
し
た

も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
典
拠
で
は

先
お
の
れ
を
畳
五
帖
斗
か
さ
ね
た
る
う
へ
に
仰
向
に
ね
さ
せ
て
、
や
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か
て
そ
の
切
る
所
見
さ
た
め
な
と
す
る
な
る
へ
し
、
刀
を
と
る
も
の

戸
塚
静
海
を
長
に
て
、
林
洞
海
三
宅
艮
斎
な
り
、
伊
東
玄
朴
か
た
は

ら
に
あ
り
て
、
何
く
れ
と
は
か
ら
ひ
定
む
、
大
槻
俊
斎
お
の
れ
か
胸

先
を
右
の
手
し
て
し
か
と
お
さ
へ
、
左
の
手
に
書
を
持
て
猶
あ
や
ま

ち
あ
ら
せ
し
と
心
を
く
は
る
な
り
け
り
、
竹
内
玄
洞
薬
の
事
を
司
り

て
た
ゝ
お
の
れ
か
か
を
み
つ
ゝ
心
ち
い
か
に
〳
〵
と
と
ひ
こ
ゝ
ろ

む
、
玄
朴
の
を
し
へ
子
二
人
、
左
右
の
足
を
お
さ
へ
て
動
か
さ
し
め

す
、
洞
海
の
を
し
へ
子
ら
水
よ
布
よ
と
役
送
す
、
か
く
て
そ
の
手
さ

た
ま
り
て
艮
斎
刀
お
ろ
し
て
、
陰
茎
の
わ
き
よ
り
ふ
ぐ
り
の
右
の
か

た
を
五
六
寸
も
た
ち
わ
り
た
り
と
か
、
お
の
か
心
に
は
只
冷
水
そ
ゝ

く
か
と
お
も
は
れ
ぬ
、
此
と
き
う
ま
の
時
の
鐘
き
こ
え
け
り
、
そ
れ

よ
り
さ
て
き
り
た
る
中
を
ひ
ら
き
て
見
さ
む
る
な
る
へ
し
、

を
り

〳
〵
ひ
ゝ
く
事
も
有
り
け
れ
と
、
さ
の
み
い
た
し
と
も
堪
へ
か
た
し

と
も
お
も
は
れ
す
、
を
り
を
り
水
そ
ゝ
き
洗
ふ
を
は
ひ
や
〳
〵
と
覚

え
ら
れ
き
、
人
々
さ
ま
〳
〵
に
は
か
ら
ひ
て
、
精
系
を
い
と
に
て
結

ひ
た
る
と
き
は
、
命
の
か
き
り
に
や
と
思
ふ
は
か
り
に
て
、
た
ゝ
腹

の
中
に
物
さ
し
入
る
ゝ
心
ち
そ
せ
ら
れ
け
る
、
ほ
と
な
く
切
す
て
た

る
に
や
、
其
心
ち
も
と
み
に
な
ほ
り
ぬ
、
さ
て
あ
し
き
玉
と
り
出
す

と
て
、
左
右
に
ま
と
ひ
た
る
筋
と
も
切
る
に
、
二
た
ひ
三
た
ひ
は
ひ

ゝ
き
つ
れ
と
、
そ
れ
し
か
な
に
は
か
り
の
事
も
な
し
、
此
た
ま
ぬ
き

出
た
る
こ
ゝ
ち
年
こ
ろ
明
暮
に
心
に
か
ゝ
り
て
か
た
時
わ
す
れ
す
お

も
ひ
く
つ
ほ
れ
し
そ
の
ね
た
ち
た
る
な
れ
は
、
た
と
へ
ん
に
も
の
な

く
こ
ゝ
ろ
よ
く
す
か
す
か
し
く
そ
お
ほ
え
け
る
、
い
ま
は
さ
ら
に
千

と
せ
の
い
の
ち
つ
き
た
り
と
心
も
お
ち
ゐ
た
る
け
に
や
、
疵
口
ぬ
ひ

つ
く
ら
ふ
を
り
中
々
に
堪
へ
か
た
く
て
人
々
に
も
は
ら
は
れ
た
り

き
、
此
と
き
ま
た
く
日
暮
た
り
、
と
り
出
し
た
る
玉
を
み
る
に
少
し

う
ら
ひ
ら
み
て
長
き
所
四
寸
余
り
、
は
ゝ
は
三
寸
計
に
て
所
々
た
か

ひ
く
あ
り
て
そ
の
か
た
ち
を
う
し
な
ひ
、
裁
わ
り
て
み
る
に
、
玉
の

性
変
し
て
い
と
い
た
く
色
も
み
た
れ
、
い
ま
や
く
さ
れ
出
へ
き
さ
ま

な
り
、
お
も
さ
百
目
あ
ま
り
有
り
し
と
か
、
か
く
て
お
の
れ
は
仰
向

の
ま
ゝ
に
ね
よ
と
い
は
る
ゝ
に
、
け
ふ
の
昼
よ
り
く
れ
過
く
る
ま
て

お
さ
へ
ら
れ
て
う
こ
か
さ
れ
け
れ
は
［
マ
マ
。
「
幽
香
叢
書
」
所
収

写
本
で
は
「
う
こ
か
れ
さ
れ
は
」
。
「
り
け
」
を
朱
書
で
挿
入
し
「
う

こ
か
れ
さ
り
け
れ
は
」
と
修
正
］
、
腰
い
た
み
て
く
る
し
け
れ
と
念

し
て
そ
の
ま
ゝ
か
ゆ
な
と
吸
ふ
、
［
六
行
略
。
家
の
女
ら
に
足
を
さ

す
ら
れ
な
ど
し
て
気
分
も
よ
く
な
っ
た
の
で
歌
を
詠
み
、
身
動
き
が

出
来
な
い
の
で
終
夜
一
睡
も
せ
ず
、
翌
五
日
に
執
刀
医
等
の
診
察
を

受
け
た
、
な
ど
と
記
す
］
六
日
七
日
お
な
し
こ
ゝ
ち
な
り
、
八
日
の

ひ
い
か
に
し
け
む
尿
の
出
あ
し
く
成
り
て
、
日
に
一
た
ひ
夜
に
一
た

ひ
は
か
り
出
る
に
、
い
た
く
な
や
ま
し
け
れ
は
、
何
ゆ
ゑ
な
ら
ん
と

と
ひ
は
か
れ
と
し
る
よ
し
な
し
、
十
日
と
い
ふ
に
成
り
て
く
す
し
洞

海
い
さ
ゝ
か
は
れ
出
て
、
ぬ
ひ
た
る
い
と
の
引
つ
め
た
る
か
あ
り
と

い
ひ
て
き
り
す
て
た
れ
は
、ま
た
ゝ
く
ま
に
心
よ
く
出
て
き
に
け
り
、

こ
れ
よ
り
後
は
な
に
の
さ
は
る
事
な
く
て
、
十
五
六
日
に
は
食
物
の

い
ま
し
め
も
い
さ
ゝ
か
ゆ
り
て
、
日
々
に
力
つ
き
て
十
八
九
日
に
は

立
居
も
心
に
ま
か
す
る
や
う
に
な
り
ぬ
、
疵
口
も
大
か
た
に
い
え
か

た
に
て
、
ま
た
か
ゆ
く
覚
ゆ
る
に
堪
へ
か
た
け
れ
は
、
を
り
〳
〵
湯

も
て
洗
ひ
も
の
し
つ
今
は
た
ゝ
日
を
か
そ
へ
て
ま
た
く
い
え
な
ん
事

を
待
つ
は
か
り
に
な
ん
あ
り
け
る
、

「
玉
取
物
語
」
で
は
、

ま
づ
お
の
れ
を
畳
五
畳
ば
か
り
重
ね
た
上
に
寝
さ
せ
た
り
。
切
る
と

こ
ろ
を
見
定
め
ん
と
す
る
な
る
べ
し
［
切
る
と
こ
ろ
を
見
定
め
ん
と
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す
る
な
る
べ
し
。
ま
づ
畳
五
畳
ば
か
り
重
ね
た
上
に
寝
さ
せ
た
り
］
。

刀
を
執
る
も
の
は
戸
塚
静
海
を
長
と
し
て
、
林
洞
海
、
三
宅
良
斎
な

り
。
伊
東
玄
朴
か
た
は
ら
に
あ
り
て
、
何
く
れ
と
な
く
計
ら
ひ
定
む
。

大
槻
俊
斎
は
お
の
れ
の
胸
を
ば
右
の
手
で
し
つ
か
り
と
お
さ
へ
つ

け
、
左
の
手
に
蘭
書
を
持
ち
、
一
寸
の
誤
ち
も
あ
ら
せ
じ
と
心
を
配

る
な
り
け
り
。
竹
内
玄
洞
は
薬
の
こ
と
を
司
れ
る
が
、
お
の
れ
が
顔

を
見
つ
つ
、
心
地
い
か
に
い
か
に
と
問
ふ
な
り
。
玄
朴
の
教
へ
子
二

人
、
左
右
の
足
を
お
さ
へ
て
動
か
さ
ず
。
洞
海
の
教
へ
子
ら
、
水
よ
、

布
よ
［
水
よ
布
よ
、
］
と
役
送
す
。
か
く
て
刀
を
と
り
は
じ
む
。
／

静
海
、
刀
を
お
ろ
し
、
陰
茎
の
脇
、
ふ
ぐ
り
の
右
の
方
を
五
六
寸
も
截き

り

割
り
た
り
と
か
。
お
の
れ
に
は
た
だ
冷
水
を
注
ぐ
か
と
思
は
れ
ぬ
。

こ
の
時
、
午
の
刻
の
鐘
き
こ
え
け
り
。
さ
て
、
今
は
切
り
た
る
中
を

う
ま

開
き
て
見
定
む
る
な
る
べ
し
。
時
と
し
て
身
の
う
ち
に
響
く
こ
と
も

あ
り
け
れ
ど
、
左
の
み
痛
し
と
も
、
堪
へ
が
た
し
と
も
思
は
れ
ず
。

さ

折
々
、
水
注
ぎ
洗
ふ
が
冷
々
と
覚
え
ら
る
。
人
々
、
さ
ま
ざ
ま
に
計

ひ
や

ら
ひ
て
、
精
系
を
糸
に
て
結
び
た
る
と
き
は
、
命
の
限
り
と
ば
か
り

に
て
、
腹
の
中
に
物
を
差
入
れ
ら
る
る
心
地
ぞ
せ
ら
れ
け
る
。
ほ
ど

な
く
切
捨
て
た
る
に
や
、
そ
の
心
地
も
直
り
ぬ
。
／
扨
、
あ
し
き
玉

を
取
り
出
す
と
て
、
左
右
に
纏
ひ
た
る
筋
を
切
る
に
、
二
度
三
度
は

響
き
つ
れ
ど
、
な
に
ば
か
り
の
事
も
な
し
。
こ
の
玉
ぬ
き
出
た
る
心

地
、
明
暮
れ
心
に
か
か
り
、
片
時
も
忘
れ
ざ
り
し
根
を
断
ち
た
る
な

れ
ば
［
事
も
な
し
。
明
暮
れ
心
に
か
か
り
、
片
時
も
忘
れ
ざ
り
し
根

を
断
ち
、
玉
を
ぬ
き
出
し
た
る
な
れ
ば
］
、
た
と
へ
ん
に
も
の
な
く

清
々
し
く
お
ぼ
え
け
る
。
今
は
更
に
、
千
歳
の
命
、
継
ぎ
た
り
と
、

す
が
〴
〵

ち

と

せ

心
の
落
居
た
る
に
や
、
疵
口
を
縫
ひ
つ
く
ら
ふ
折
、
仲
々
、
堪
へ
が

お

ち

ゐ

た
く
て
人
々
に
笑
は
れ
た
り
き
。
こ
の
と
き
全
く
日
暮
れ
た
り
。
／

と
り
出
し
た
る
玉
を
見
る
に
、
少
し
裏
平
み
て
、
長
き
と
こ
ろ
五
寸

う
ら
た
ひ
ら

余
り
、
幅
は
四
寸
ば
か
り
に
て
、
と
こ
ろ
〴
〵
高
低
あ
り
て
形
を
失

ひ
、
裁
ち
割
て
見
る
に
、
玉
の
性
、
変
じ
て
い
た
く
色
も
乱
れ
、
い

ま
や
腐
れ
出
づ
べ
き
さ
ま
な
り
。
重
さ
百
匁
余
り
も
あ
り
し
と
か
。

さ
も
あ
れ
、
仰
向
け
に
寝
よ
と
い
は
れ
、
昼
よ
り
暮
れ
過
ぎ
ま
で
押

へ
つ
け
ら
れ
、
動
き
も
さ
へ
な
ら
ざ
［
ざ
り
］
し
こ
と
と
て
、
腰
痛

み
て
苦
し
け
れ
ど
、
念
じ
て
、
そ
の
ま
ま
粥
な
ど
吸
ふ
。
／
六
日
、

七
日
、
お
な
じ
心
地
な
り
。
八
日
の
日
、
い
か
に
し
け
む
、
尿
の
出

あ
し
く
な
り
て
、
日
に
一
度
、
夜
に
一
度
ば
か
り
出
る
に
、
い
た
く

悩
ま
し
。
十
日
に
な
り
て
、
洞
海
、
思
ひ
だ
し
て
、
縫
ひ
た
る
糸
の

引
詰
ま
つ
た
る
が
あ
り
と
言
ひ
て
切
捨
て
た
れ
ば
、
瞬
く
間
に
心
地

よ
く
出
て
き
に
け
り
。
こ
れ
よ
り
後
、
な
ん
の
障
る
事
な
く
、
十
五
、

六
日
に
は
食
物
の
戒
も
い
さ
さ
か
緩
り
、
疵
口
も
大
方
癒
着
し
、
今

い
ま
し
め

は
た
だ
日
を
数
へ
て
、
全
く
癒
え
な
ん
事
を
待
つ
ば
か
り
に
な
ん
あ

り
け
る
。

前
二
例
と
同
様
の
微
修
正
が
多
い
が
、
「
書
」
を
「
蘭
書
」
と
明
確
化

し
、
「
一
寸
の
」
誤
ち
も
な
い
よ
う
に
強
調
す
る
と
と
も
に
、
摘
出
し
た

睾
丸
を
縦
横
そ
れ
ぞ
れ
一
寸
ず
つ
大
き
く
す
る
こ
と
で
、
よ
り
重
篤
な
病

状
へ
と
強
調
さ
れ
た
。
ま
た
、
典
拠
で
は
三
宅
艮
斎
（
ち
な
み
に
本
作
で

ご
ん
さ
い

は
三
例
い
ず
れ
も
「
良
斎
」
）
執
刀
だ
が
、
そ
の
前
の
個
所
に
「
刀
を
と

る
も
の
戸
塚
静
海
を
長
に
て
」
と
あ
っ
た
の
に
合
わ
せ
、
静
海
執
刀
に
変

更
し
て
い
る
。
「
う
こ
か
さ
れ
け
れ
は
」
の
意
が
不
明
瞭
な
た
め
か
、
「
動

き
も
さ
へ
な
ら
ざ
［
ざ
り
］
し
こ
と
と
て
」
と
分
か
り
や
す
く
表
現
し
て

い
る
。
ま
た
、
患
部
が
腫
れ
た
た
め
縫
合
し
た
糸
が
邪
魔
を
し
て
尿
が
出

に
く
く
な
っ
た
と
す
る
「
い
さ
ゝ
か
は
れ
出
て
」
を
、
単
に
糸
の
引
き
詰

ま
っ
た
の
を
洞
海
が
「
思
ひ
だ
し
て
」
切
っ
た
と
し
て
い
る
。
末
尾
で
は
、
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立
ち
居
が
で
き
る
ま
で
に
回
復
し
、
ま
た
痒
み
を
抑
え
る
た
め
湯
で
洗
っ

た
と
あ
っ
た
が
、
こ
れ
を
省
略
す
る
こ
と
で
引
き
締
め
ら
れ
た
。
な
お
、

単
行
本
と
の
大
き
な
異
同
は
、
文
の
順
序
を
入
れ
替
え
る
こ
と
で
よ
り
分

か
り
や
す
く
す
る
た
め
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
陪
臣
で
あ
る
山
内
豊
城
が
蘭
方
の
大
家
に
よ
る
手
術
を
受
け
ら

れ
た
の
は
、
文
政
五
、
六
年
（
一
八
二
二
～
三
）
頃
に
手
習
い
に
通
っ
た

出
石
藩
儒
榛
（
榛
沢
）
運
平
宅
で
、
後
に
蘭
方
医
と
し
て
一
家
を
な
す
佐

藤
泰
然
（
一
八
〇
四
～
七
二
）
と
昵
懇
に
な
っ
た
縁
に
よ
る
（
典
拠
一
二

二
～
三
頁
、
『
順
天
堂
史
』［
一
九
八
〇
年
五
月
学
校
法
人

順
天
堂
］
上

三
二
頁
）
。
そ
の
後
、
豊
城
の
妻
の
妹
が
泰
然
と
結
婚
し
、
豊
城
の
次
男

と
泰
然
の
三
女
も
結
婚
す
る
な
ど
、
姻
戚
関
係
が
結
ば
れ
て
い
た
（
典
拠

一
二
三
頁
）
。
の
ち
泰
然
は
弘
化
元
年
（
一
八
四
四
）
下
総
国
佐
倉
で
蘭

方
塾
順
天
堂
を
開
き
、
特
に
外
科
に
優
れ
て
幾
多
の
手
術
を
成
功
さ
せ
、

佐
倉
藩
の
藩
医
に
就
任
す
る
。
典
拠
で
「
勿
論
義
弟
佐
藤
泰
然
及
び
そ
の

娘
婿
林
洞
海
等
は
主
な
る
相
談
相
手
で
あ
っ
た
」
（
一
四
二
頁
）
と
あ
る

よ
う
に
、
泰
然
あ
っ
て
こ
そ
の
手
術
だ
っ
た
の
だ
が
、
ど
う
い
う
わ
け
か
、

外
科
を
得
意
と
す
る
泰
然
は
こ
の
手
術
に
加
わ
っ
て
い
な
い
。

し
か
し
、
鈴
木
要
吉
『
蘭
学
全
盛
時
代
と
蘭
疇
の
生
涯
』
（
昭
和
八
年

八
月
東
京
医
事
新
誌
局
、
披
見
本
は
同
年
九
月
再
版
）
「
七
、
卵
巣
水
腫

切
開
術
」
に
よ
れ
ば
、
泰
然
自
ら
が
豊
城
の
「
睾
丸
の
硬
結
腫
」
手
術
を

執
刀
し
て
お
り
、
そ
の
際
「
江
戸
の
大
家
が
聞
伝
へ
て
佐
藤
の
手
術
見
学

と
い
ふ
訳
で
集
つ
て
来
た
。
」

泰
然
は
歴
々
を
前
に
置
い
て
腕
を
振
ふ
の
で
慎
重
な
る
態
度
を
執
つ

て
、
先
づ
静
動
脈
神
経
等
を
糸
を
以
つ
て
緊
縛
し
た
、
処
が
山
ノ
内

［
豊
城
］
が
苦
痛
に
堪
え
兼
ね
て
卒
倒
し
て
了
つ
た
。
／
泰
然
は
例

の
放
胆
な
頰
笑
を
以
つ
て
。
／
「
こ
れ
は
幸
ひ
だ
、
卒
倒
中
は
人
事

不
省
で
あ
る
し
、
出
血
も
少
く
、
全
く
痛
み
を
感
ず
る
事
も
な
い
、

手
術
了
つ
て
若
し
蘇
ら
な
か
つ
た
な
ら
、
活
か
す
も
ま
た
容
易
で
あ

る
。
」
／
と
悠
々
硬
結
剔
抉
に
か
ゝ
つ
た
、
硬
結
を
切
り
去
つ
て
陰

嚢
中
を
洗
滌
す
る
時
山
ノ
内
が
覚
醒
し
て
、
／
「
卒
倒
中
は
痛
み
も

感
じ
な
か
つ
た
が
、
創
口
を
縫
合
す
る
度
、
糸
針
の
通
る
の
が
堪
ら

な
く
辛
い
」
／
と
訴
へ
た
位
で
、
此
手
術
も
成
績
極
め
て
良
好
で
数

日
に
し
て
全
治
し
た
。

典
拠
で
は
、
手
術
中
、
「
精
系
を
い
と
に
て
結
ひ
た
る
と
き
は
、
命
の

か
き
り
に
や
と
思
ふ
は
か
り
に
て
、
」
と
苦
痛
を
訴
え
る
一
方
、
そ
の
前

後
は
「
を
り
〳
〵
ひ
ゝ
く
事
も
有
り
け
れ
と
、
さ
の
み
い
た
し
と
も
堪
へ

か
た
し
と
も
お
も
は
れ
す
、
を
り
を
り
水
そ
ゝ
き
洗
ふ
を
は
ひ
や
〳
〵
と

覚
え
ら
れ
き
、
」
「
左
右
に
ま
と
ひ
た
る
筋
と
も
切
る
に
、
二
た
ひ
三
た
ひ

は
ひ
ゝ
き
つ
れ
と
、
そ
れ
し
か
な
に
は
か
り
の
事
も
な
し
、
」
と
、
余
り

痛
み
を
感
じ
て
い
な
い
。
し
か
し
そ
の
後
、
「
疵
口
ぬ
ひ
つ
く
ら
ふ
を
り

中
々
に
堪
へ
か
た
く
て
人
々
に
も
は
ら
は
れ
た
り
き
、
」
と
、
縫
合
の
際

に
は
苦
痛
を
訴
え
て
い
る
。
こ
れ
ら
と
、
泰
然
に
よ
る
上
記
手
術
記
事
と

の
類
似
は
否
み
が
た
い
。
典
拠
は
豊
城
自
身
の
手
記
で
あ
る
か
ら
、
あ
る

い
は
、
痛
み
の
余
り
卒
倒
し
た
こ
と
を
恥
じ
て
隠
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る

が
、
他
に
資
料
が
な
い
た
め
、
泰
然
執
刀
説
は
異
説
に
留
め
た
い
。

以
上
、
本
作
の
主
典
拠
が
『
遣
魯
伝
習
生
始
末
』
で
あ
る
こ
と
を
確
認

し
た
。

二

『
漫
談
明
治
初
年
』

―
西
国
の
殿
様

―

主
人
公
で
あ
る
「
西
国
の
さ
る
大
藩
の
殿
様
」
の
モ
デ
ル
は
、「
山
内
」

と
い
う
苗
字
の
一
致
か
ら
、
嘉
永
元
年
に
襲
封
し
た
土
佐
藩

（
五
）

主
山
内
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豊
信
（
容
堂
。
一
八
二
七
～
七
二
）
と
考
え
ら
れ
る
。
拙
稿
「
あ
る
姫
君

と
よ
し
げ

の
物
語

―
久
生
十
蘭
論

―
」
（
二
〇
一
〇
年
四
月
「
国
語
と
国
文

V

学
」
）
で
言
及
し
た
よ
う
に
、
こ
の
殿
様
が
吝
嗇
の
上
狡
猾
だ
っ
た
と
す

る
部
分
は
、
同
好
史
談
会
編
『
漫
談
明
治
初
年
』
（
昭
和
二
年
一
月
春
陽

堂
）
所
収
「
明
治
初
年
の
殿
様
」
（
よ
し
町
水
戸
屋
隠
居
）
に
お
け
る
容

堂
の
息
子
の
話
を
取
り
入
れ
た
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
容
堂
の
「
御

子
様
」
が
平
清
で
芸
者
を
呼
ん
で
騒
い
だ
後
、

「
ウ
チ
ヤ
の
ー
、
あ
る
い
て
帰
り
た
い
が
、
道
が
判
ら
ん
で
の

―
、

ヽ

ヽ

ヽ

其
方
が
跡
か
ら
つ
い
て
ま
ゐ
つ
て
、
間
違
つ
た
方
へ
ま
ゐ
つ
た
ら
、

そ

ち

教
へ
て
く
り
や
、
一
遍
あ
る
い
て
見
た
い
で
の
う
」
／
と
仰
有
つ
て
、

お
つ
し
や

到
頭
、
後
方
か
ら
、
見
え
が
く
れ
に
御
家
来
を
つ
け
さ
せ
て
、
仲
町

う

し

ろ

通
り
を
、
ゆ
ら
り
〳
〵
と
、
永
代
の
方
へ
御
帰
り
に
な
つ
た
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
つ
け
。

お
忍
び
で
歩
い
て
帰
っ
た
物
珍
し
い
体
験
談
を
、
本
作
で
は
「
帰
り
の

駕
籠
代
を
惜
し
ま
れ
た
」
「
締
り
屋
」
の
話
に
変
え
た
の
で
あ
る
。
「
仲
町

通
り
」
と
は
、
深
川
の
富
岡
門
前
仲
町

（
現
江
東
区
富
岡
一
丁
目
～
門

前
仲
町
）
の
富
岡
八
幡
前
に
あ
っ
た
平
清

（
六
）

の
前
の
通
り
。
本
作
で
「
仲

ノ
町
」
と
し
た
の
は
、
「
下
値
の
小
格
子
で
早
乗
打
を
遊
ば
さ
れ
る
」
、
す

げ

ぢ
き

な
わ
ち
下
級
遊
女
を
相
手
に
短
時
間
で
済
ま
す
殿
様
の
吝
嗇
ぶ
り
を
示
す

た
め
に
、
新
吉
原
の
仲
ノ
町
（
現
台
東
区
千
束
四
丁
目
辺
）
に
改
変
し
た

の
だ
ろ
う
が
、
深
川
の
平
清
と
は
地
理
的
に
離
れ
て
い
る
上
、
そ
も
そ
も

江
戸
時
代
の
新
吉
原
で
駕
籠
は
使
え
な
い
。

「
明
治
初
年
の
殿
様
」
で
は
、
続
い
て
、
こ
の
「
若
様
」
が
奉
書
紙
に

水
引
を
掛
け
て
「
金
何
疋
」
と
書
い
た
御
祝
儀
を
芸
者
一
同
に
与
え
た
も

の
の
、
開
け
て
み
る
と
「
ま
あ
…
…
タ
ツ
タ
…
…
」
と
呆
れ
る
く
ら
い
少

な
か
っ
た
、
と
あ
る
。
こ
の
話
も
、
本
作
で
「
金
何
百
疋
」
と
強
調
し
て

い
る
以
外
は
そ
の
ま
ま
用
い
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
一
匹
は
銭
十
文
に

あ
た
り
、
明
治
四
年
の
新
貨
条
例
公
布
後
は
金
四
百
匹
で
一
円
（
百
銭
）

と
な
る
。
従
っ
て
、
「
金
何
疋
」
と
書
い
た
「
明
治
初
年
の
殿
様
」
な
ら

ば
、
例
え
ば
金
四
匹
で
一
銭
と
な
る
た
め
、
「
麗
々
し
く
書
い
た
」
割
に

は
確
か
に
少
な
い
と
言
え
よ
う
。
し
か
し
本
作
の
「
金
何
百
疋
」
な
ら
一

円
～
二
円
程
度
と
な
り
、
ご
祝
儀
と
し
て
必
ず
し
も
少
な
い
と
は
言
え
な

い
。な

お
、
こ
の
「
若
様
」
と
は
容
堂
の
長
男
豊
尹
（
一
八
六
六
～
一
九
一

と
よ
た
だ

二
）
と
考
え
ら
れ
る
。
容
堂
が
隠
居
し
た
の
は
安
政
六
年
（
一
八
五
九
）

で
、
三
代
前
の
藩
主
豊
資
（
一
七
九
四
～
一
八
七
二
）
の
十
一
男
豊
範
（
一

と
よ
す
け

と
よ
の
り

八
四
六
～
八
六
）
が
跡
を
継
い
だ
。
一
方
、
豊
尹
は
明
治
十
二
年
（
一
八

七
九
）
に
分
家
し
、
十
七
年
男
爵
、
二
十
四
年
子
爵
と
な
る
（
以
上
、
『

昭
和

新
修

華
族
家
系
大
成
』
下
、
一
九
八
四
年
四
月
吉
川
弘
文
館
）
。
田
中
重
策

編
『

日本

現
今
人
名
辞
典
』
（
明
治
三
十
三
年
九
月

日本

現
今
人
名
辞
典
発
行
所
）

に
拠
れ
ば
、
豊
尹
は
明
治
十
九
年
一
月
か
ら
二
十
三
年
九
月
ま
で
英
国
に

留
学
し
て
い
た
か
ら
、
「
明
治
初
年
の
殿
様
」
の
「
そ
の
時
分
洋
行
か
ら

御
帰
り
に
な
つ
た
×
×
様
と
い
ふ
方
」
に
符
合
す
る
。
時
代
的
に
は
明
治

二
十
四
年
前
後
の
話
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
本
作
で
容
堂
を
モ
デ
ル
に
し
た
こ
の
「
殿
様
」
と
締
ま
り
屋
の

三
幅
対
に
さ
れ
た
「
浜
町
河
岸
に
御
殿
の
あ
る
因
幡
の
さ
る
殿
様
、
小
石

川
の
第
六
天
に
上
邸
の
あ
る
阿
波
の
さ
る
殿
様
」
も
、
「
明
治
初
年
の
殿

様
」
の
「
浜
町
河
岸
に
御
殿
の
あ
つ
た
因
州
鳥
取
の
殿
様
」
「
多
分
第
六

天
の
御
近
所
に
御
邸
が
あ
つ
た
［
略
］
阿
波
の
殿
様
」
に
拠
っ
て
い
る
。

三

『
大
百
科
事
典
』

―
ペ
ダ
ン
ト
リ
ー
の
あ
り
か

―
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こ
れ
ま
で
拙
論
で
度
々
指
摘
し
て
き
た
よ
う
に
、
平
凡
社
『
大
百
科
事

典
』（

七
）

は
久
生
十
蘭
の
重
要
な
知
識
源
で
あ
っ
た

（
八
）

。
本
作
で
も
医
学

・
文
学
関
係
で
数
多
く
利
用
さ
れ
、
知
的
奥
行
き
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

ま
ず
、
典
拠
「
や
ま
ひ
の
草
紙
追
加

一
名
玉
と
り
日
記
」
冒
頭
で
「
疾

の
草
紙
と
い
ふ
画
巻
あ
り
、
奇
病
を
画
き
集
め
た
る
も
の
な
り
、
土
佐
光

信
の
筆
と
言
伝
ふ
。
」
を
踏
ま
え
、
本
作
で
は
「
殿
」
の
病
と
の
関
連
で

「
「
病
草
紙
」
と
い
ふ
絵
巻
物
」
の
詳
細
が
説
明
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

や
ま
ひ
の
さ
う
し

鼻
頭
の
黒
き
男
、
眠
ら
れ
ぬ
女
、
風
病
の
男
、
小
舌
の
あ
る
男
、
肛

門
の
な
い
男
、
ま
た
数
あ
る
男
、
男
女
両
性
の
人
、
頭
の
あ
が
ら
ぬ

ふ

た

な

り

法
師
、
息
の
臭
い
女
な
ど
十
五
段
に
白
描
の
写
し
を
合
せ
、
十
六
段

一
巻
と
な
つ
て
ゐ
る
。
他
に
侏
儒
と
背
高
男
の
掛
軸
、
鶏
に
眼
を
突

つ
か
せ
る
女
、
悪
夢
に
襲
は
れ
る
男
の
三
図
が
ご
ざ
る
。
「
餓
鬼
草

紙
」
、
「
地
獄
草
紙
」
と
同
じ
く
詞
は
寂
蓮
、
絵
は
土
佐
光
長
の
筆
と

こ
と
ば

言
伝
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。
世
に
厭
は
し
き
病
気
の
数
々
を
描
き
列
ね
た

は
、
人
間
の
病
苦
や
六
道
三
世
の
因
果
の
理
を
示
し
た
も
の
で
あ
ら

う
が
、
［
か
。
］

は
、
『
大
百
科
事
典
』
「
ヤ
マ
イ
ノ
ソ
ー
シ

病
草
紙
」
に
拠
っ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、

絵
巻
物
。
名
古
屋
関
戸
守
彦
蔵
一
巻
。

鼻
頭
の
黒
き
男
、
不
眠
症

の
女
、
風
病
の
男
、
小
舌
の
あ
る
男
、
肛
門
の
な
い
男
、
男
女
両
性

の
人
、
目
の
か
す
む
男
、
歯
の
揺
ぐ
男
、
肛
門
の
数
多
あ
る
男
、
毛

虱
に
苦
し
む
男
、
霍
乱
の
女
、
［
画
入
り
］
頭
の
あ
が
ら
ぬ
法
師
、

息
の
臭
い
女
、
居
眠
り
す
る
男
、
顔
に
あ
ざ
あ
る
女
の
十
五
段
に
白

子
の
摸
写
図
を
併
せ
て
十
六
段
一
巻
を
な
し
て
を
り
、
他
に
掛
軸
で

侏
儒
と
背
中
高
き
男
の
二
段
が
同
家
に
蔵
さ
れ
て
ゐ
る
。
こ
の
外
で

は
、
原
富
太
郎
蔵
白
子
、
益
田
男
爵
蔵
雞
に
眼
を
つ
つ
か
せ
る
女
、

村
山
龍
平
蔵
悪
夢
に
襲
は
れ
る
男
の
三
図
が
知
ら
れ
て
ゐ
る
。
『
餓

鬼
草
紙
』
や
『
地
獄
草
紙
』
と
等
し
く
詞
は
寂
蓮
、
絵
は
土
佐
光
長

の
筆
と
伝
へ
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
こ
れ
も
ま
た
明
か
で
な
い
。
［
略
］

世
に
厭
は
し
き
病
気
の
数
々
を
画
き
列
ね
て
醜
悪
の
態
を
現
は
し
て

ゐ
る
と
こ
ろ
に
、
ま
た
興
味
の
ほ
ど
が
窺
は
れ
る
の
み
な
ら
ず
、
人

間
の
病
相
と
い
ふ
が
如
き
は
ま
た
自
ら
六
道
や
三
世
因
果
の
思
想
を

背
景
と
し
て
ゐ
る
も
の
と
も
思
は
れ
、［
略
］『
地
獄
』『
餓
鬼
』『
病
』

の
三
草
紙
の
如
き
は
六
道
絵
と
し
て
互
に
関
聯
す
る
製
作
で
あ
ら
う

と
の
説
も
出
て
ゐ
る
。

本
作
で
は
、
「
六
道
絵
」
に
通
じ
て
い
る
御
側
医
者
山
添
椿
庵
で
も
殿

の
よ
う
な
「
病
相
」
を
見
掛
け
た
こ
と
が
な
か
っ
た
と
す
る
こ
と
で
、
特

異
な
病
で
あ
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
る
。
な
お
、
「
白
子
」
（
ア
ル
ビ
ノ
）
を

本
作
が
「
白
描
」
（
墨
一
色
に
よ
る
線
描
）
と
改
め
た
理
由
は
不
明
。

次
に
、
「
ふ
ぐ
り
玉
」
に
つ
い
て
は
「
「
た
あ
へ
る
あ
な
と
み
あ
」
と
、

ゔ
え
さ
り
う
す
の
「
解
剖
学
」
に
精
細
に
記
述
さ
れ
て
ゐ
る
。
」
と
さ
れ
、

次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
る
。

即
ち
そ
れ
は
扁
平
、
楕
円
形
の
肉
質
で
あ
つ
て
、
内
面
、
外
面
、
上

端
、
下
端
、
前
縁
、
後
縁
を
有
つ
。
重
さ
、
大
約
し
て
十
五
ガ
ラ
ム
、

長
さ
一
寸
三
分
位
、
幅
一
寸
、
厚
さ
は
七
分
ほ
ど
也
。
縦
軸
は
外
前

方
に
向
ひ
、
左
の
ふ
ぐ
り
玉
は
右
よ
り
も
稍
々
低
位
に
あ
る
が
通
例

な
り
。
ふ
ぐ
り
玉
の
表
は
靱
く
平
滑
な
る
白
色
の
膜
に
し
て
、
そ
の

下
に
血
管
膜
と
縦
横
の
中
隔
に
隔
て
ら
る
る
数
多
の
小
葉
［
葉
］
あ

り
。
小
葉
を
充
す
は
直
細
精
管
に
し
て
、
一
端
は
盲
端
に
終
り
、
他

端
は
縦
隔
中
に
て
［
縦
隔
中
に
］
吻
合
し
て
網
状
と
な
る
、
と
あ
る
。

こ
れ
も
、
『
大
百
科
事
典
』
「
コ
ー
ガ
ン

睾
丸
」
（
図
入
り
）
冒
頭
部

で
、
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扁
平
橢
円
形
に
し
て
、
内
面
、
外
面
、
上
端
、
下
端
、
前
縁
、
後
縁

を
持
つ
。
重
量
約
一
五
グ
ラ
ム
、
長
さ
四
糎
、
幅
三
糎
、
厚
さ
二
糎
。

縦
軸
は
外
前
方
に
向
く
。
通
常
左
睾
丸
は
右
よ
り
も
低
い
。
睾
丸
の

表
面
は
強
靱
に
し
て
平
滑
な
る
白
膜
に
し
て
、
そ
の
下
に
血
管
膜
が

あ
る
。
白
膜
は
後
縁
か
ら
実
質
中
に
侵
入
し
、
睾
丸
縦
隔
と
な
り
、

縦
隔
よ
り
内
方
に
向
ひ
放
射
状
の
睾
丸
小
中
隔
を
送
り
、
睾
丸
実
質

を
多
数
の
睾
丸
小
葉
に
分
け
る
。
小
葉
は
長
円
錐
形
に
し
て
、
尖
端

を
縦
隔
に
、
底
を
周
囲
に
向
け
る
。
小
葉
を
充
す
は
曲
細
精
管
に
し

て
、
一
端
は
盲
端
に
終
り
、
他
端
は
直
走
す
る
直
細
精
管
と
な
つ
て

縦
隔
中
に
て
互
に
吻
合
し
、
睾
丸
網
を
造
る
。

と
あ
る
傍
線
部
に
基
づ
き
、
幕
末
と
い
う
時
代
に
合
わ
せ
尺
貫
法
に
変
え

て
い
る
。
な
お
、「
ゔ
え
さ
り
う
す
の
「
解
剖
学
」
」
も
、『
大
百
科
事
典
』

「
オ
ラ
ン
ダ
イ
ホ
ー

和
蘭
医
方
」
に
、
「
当
時
西
欧
医
学
は
、
千
数
百

年
の
久
し
き
間
斯
界
を
占
擅
し
た
ガ
レ
ー
ン
の
旧
套
を
蟬
脱
し
て
、
先
づ

ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス

A
ndreas

V
esalius

に
よ
つ
て
正
し
き
解
剖
学
の
成
書
が

刊
行
さ
れ
（
一
五
四
三
）
」
や
、
同
「
イ
シ

医
史
」
の
「
ブ
ル
ッ
セ
ル

生
れ
の
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
（
一
五
一
四
―
一
五
六
四
）
は
、
古
来
の
ガ
レ
ー

ノ
ス
解
剖
学
の
誤
謬
を
指
摘
し
て
、
」
な
ど
を
用
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。「
解

剖
学
」
と
は
「
フ
ァ
ブ
リ
カ
」
、
す
な
わ
ちD

e
hum

ani
corporis

fabrica

libri
septem

（
人
体
の
構
造
に
関
す
る
七
つ
の
本
）
の
こ
と
で
あ
る
。
ち

な
み
に
、
「
た
あ
へ
る
あ
な
と
み
あ
」
の
翻
訳
「
解
体
新
書
」
巻
四
「
陰

器
篇
第
二
十
六
」
（
大
正
三
年
一
月
国
書
刊
行
会
「
文
明
源
流
叢
書
」
第

二
所
収
）
に
は
上
記
の
記
述
が
な
い
。

次
い
で
本
作
で
は
、
「
ふ
ぐ
り
玉
の
腫
瘍
」
に
つ
い
て
解
説
さ
れ
る
。

す
な
わ
ち
、

瘡
毒
、
癌
腫
に
よ
る
悪
性
の
も
の
、
高
熱
、
外
傷
に
よ
る
良
性
の
も

の
と
の
別
が
あ
り
、
猶
ま
た
局
所
の
肥
大
に
は
繊
維
腫
、
液
腫
、
軟

骨
腫
、
骨
腫
、
筋
腫
に
分
け
ら
れ
る
が
、
無
痛
の
も
の
に
あ
つ
て
は
、

癌
腫
の
疑
ひ
を
残
す
が
多
く
、
ま
た
良
性
の
肉
腫
に
於
て
も
漸
次
大

を
増
し
て
小
児
頭
大
［
小
児
頭
大
］
に
達
し
、
精
系
に
進
入
し
て
悪

せ

う

に

づ

だ

い

性
腫
瘍
に
転
位
す
る
も
の
故
、
有
痛
無
痛
に
関
ら
ず
、
肥
大
の
形
勢

に
あ
る
も
の
は
、
可
相
成
［
可
相
成
］
は
速
か
に
摘
出
す
る
が
よ
い

あ
ひ
な
る
べ
く

と
あ
る
。

こ
れ
も
、
『
大
百
科
事
典
』
「
睾
丸
」
の
「
睾
丸
の
病
気
及
び
異
常
」
に

拠
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

〔
睾
丸
腫
瘍
〕
［
略
］
睾
丸
腫
瘍
に
は
良
性
腫
瘍
と
悪
性
腫
瘍
と
が

あ
る
。
良
性
睾
丸
腫
瘍
の
主
な
る
も
の
は
繊
維
腫
、
粘
液
腫
、
軟
骨

腫
、
骨
腫
、
筋
腫
等
で
あ
る
が
、
そ
の
発
生
は
稀
で
あ
り
、
臨
床
上

に
は
大
し
た
意
味
を
有
た
ぬ
。
こ
れ
に
反
し
て
悪
性
腫
瘍
と
し
て
の

癌
腫
、
肉
腫
は
屢
〻
来
る
も
の
で
、［
略
］

。（
イ
）
睾
丸
癌
腫
［
略
］

先
づ
腫
瘍
の
発
生
と
共
に
睾
丸
が
比
較
的
速
に
無
痛
性
に
腫
大
す
る

と
共
に
、［
略
］。
出
来
得
る
だ
け
早
期
に
診
断
を
下
し
て
睾
丸
摘
出

術
を
行
ふ
と
同
時
に
、
［
略
］
。
（
ロ
）
睾
丸
肉
腫
［
略
］
初
め
は
徐

々
に
睾
丸
が
無
痛
性
に
増
大
す
る
た
め
、
［
略
］
後
に
は
急
に
そ
の

大
き
さ
を
増
し
、
手
拳
大
乃
至
小
児
頭
大
に
達
す
る
の
も
あ
る
。

［
略
］
遂
に
は
副
睾
丸
、
精
系
に
侵
入
し
、
［
略
］
所
謂
悪
性
睾
丸

菌
腫
の
状
を
呈
す
。
［
略
］
。
／
〔
睾
丸
炎
〕
［
略
］
睾
丸
実
質
の
炎

症
で
、
睾
丸
は
腫
大
し
、
疼
痛
を
訴
へ
且
つ
発
熱
を
伴
ふ
。
［
略
］

症
状
と
し
て
は
睾
丸
は
略
〻
鵞
卵
大
に
腫
大
し
、［
略
］。
／
〔
睾
丸

黴
毒
〕［
略
］
黴
毒
は
結
核
と
異
な
り
好
ん
で
睾
丸
を
侵
し
、［
略
］

一
側
ま
た
は
両
側
の
睾
丸
が
雞
卵
大
乃
至
梨
大
に
腫
大
し
、

対
比
す
る
と
、
本
作
で
繊
維
腫
以
下
を
良
性
腫
瘍
と
し
て
い
な
い
こ
と
、
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肉
腫
を
良
性
と
し
て
い
る
こ
と
、
そ
れ
が
精
系
に
進
入
す
る
と
悪
性
に
転

位
す
る
こ
と
な
ど
は
『
大
百
科
事
典
』
と
相
違
す
る
が
、
全
体
と
し
て
こ

れ
に
基
づ
く
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
本
作
で
、
痛
み
も
無
い
の
に
急

激
に
腫
脹
し
た
殿
の
腫
瘍
は
、
『
大
百
科
事
典
』
に
よ
れ
ば
悪
性
の
「
睾

丸
癌
腫
」
「
睾
丸
肉
腫
」
の
疑
い
が
強
く
な
り
、
典
拠
及
び
本
作
の
「
良

性
」
と
相
違
す
る
た
め
、
こ
う
し
た
修
正
を
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、

本
作
で
、
そ
の
月
（
嘉
永
三
年
閏
二
月
）
末
に
腫
瘍
が
「
成
人
の
拳
ほ
ど

の
大
き
さ
に
生
長
」
し
た
と
の
記
述
も
、
上
記
「
睾
丸
肉
腫
」
の
「
手
拳

大
」
を
用
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
本
作
で
腫
瘍
の
大
き
さ
を
軍
鶏

・
雁
・
鵞
鳥
・
鷺
・
鶴
そ
れ
ぞ
れ
の
卵
に
擬
え
る
の
も
、
典
拠
「
や
ま
ひ

の
草
紙
追
加

一
名
玉
と
り
日
記
」
で
「
こ
そ[

去
年]

の
秋
は
雁
の
子
は

か
り
に
な
り
て
、
」
や
、
上
記
〔
睾
丸
炎
〕
中
、
急
性
の
転
移
性
睾
丸
炎

で
は
「
略
〻
鵞
卵
大
に
腫
大
し
」
、
ま
た
〔
睾
丸
黴
毒
〕
中
の
「
雞
卵
大

［
略
］
に
腫
大
し
」
等
か
ら
ヒ
ン
ト
を
得
た
の
で
あ
ろ
う
。

手
術
を
決
意
し
た
殿
の
要
請
を
受
け
、
伊
東
玄
朴
宅
に
集
ま
っ
た
蘭
方

医
た
ち
は
摘
出
の
外
科
方
を
相
談
す
る
。
し
か
し
、

蘭
方
は
内
科
ば
か
り
で
外
科
は
な
い
。
外
科
の
名
目
は
あ
る
が
、
膏

薬
と
塗
薬
の
ほ
か
何
事
も
得
出
来
ず
、
蘭
方
の
外
科
は
、
何
と
し
た

も
の
で
あ
ら
う
ぞ
と
、
漢
方
医
の
笑
ひ
も
の
に
な
つ
て
居
た
こ
と
で

あ
つ
た
。
外
科
学
の
教
本
と
し
て
は
、
慶
安
二
年
に
楢
林
鎮
山
が
翻

刻
し
た
ぱ
れ
い
の
蘭
訳
が
あ
る
が
、
脈
を
引
き
、
舌
の
色
を
見
て
す

ま
せ
る
内
科
と
は
訳
が
ち
が
ひ
、
生
き
た
人
間
の
身
の
内
に
切
尖
を

入
れ
る
難
儀
な
術
で
ご
ざ
る
ゆ
ゑ
、
手
引
草
だ
け
で
は
事
が
運
ば
な

ん
だ
も
道
理
で
あ
つ
た
。
腫
瘍
の
ふ
ぐ
り
玉
を
切
取
る
技
は
、
い
か

に
も
、
ぱ
れ
い
の
術
書
に
見
え
て
ゐ
る
が
、
そ
の
処
置
は
至
つ
て
む

づ
か
し
い
も
の
の
や
う
で
、
余
程
の
手
練
が
行
ふ
の
で
な
け
れ
ば
、

て

だ

れ

十
の
八
つ
は
仕
損
ふ
げ
な
に
書
い
て
あ
る
。

［
蘭
方
外
科
は
名
目
ば
か
り
で
、
膏
薬
と
塗
薬
の
ほ
か
何
事
も
得
出

来
ず
、
華
岡
流
の
外
科
も
脱
疽
、
兎
脣
の
手
術
を
行
ふ
底
の
と
こ
ろ

み
つ
く
ち

に
止
つ
て
ゐ
る
。
腫
瘍
の
ふ
ぐ
り
玉
を
切
取
る
技
は
、
ぱ
れ
い
の
術

書
に
見
え
て
ゐ
る
が
、
鎖
肛
、
鎖
陰
を
開
切
す
る
の
と
事
が
ち
が
ひ
、

男
の
大
事
な
個
所
へ
切
尖
を
入
れ
る
難
儀
な
術
で
ご
ざ
る
ゆ
ゑ
、
手

引
書
だ
け
で
は
事
が
運
ば
な
ん
だ
も
道
理
で
あ
つ
た
。
］

こ
こ
で
、
蘭
方
に
外
科
が
な
い
と
い
う
の
は
、
『
大
百
科
事
典
』
「
和
蘭

医
方
」
の
、
「
蓋
し
南
蛮
医
術
に
せ
よ
、
和
蘭
医
術
に
せ
よ
、
そ
の
主
な

も
の
は
外
科
で
あ
つ
た
」
や
同
「
ゲ
カ
ガ
ク

外
科
学
」
の
「
我
国
に
於

け
る
西
洋
式
外
科
の
発
達
は
、
慶
長
十
六
年
（
一
六
一
一
）
長
崎
に
オ
ラ

ン
ダ
流
外
科
が
輸
入
せ
ら
れ
た
の
に
始
ま
る
。
」
と
は
正
反
対
の
記
述
で

あ
る
。
嘉
永
二
年
三
月
蘭
方
が
禁
じ
ら
れ
た
際
も
外
科
と
眼
科
は
例
外
と

さ
れ
た
よ
う
に
（
前
述
）
、
蘭
方
の
特
長
は
む
し
ろ
外
科
に
あ
っ
た
。
富

士
川
游
『
日
本
医
学
史

決
定
版
』
（
昭
和
十
六
年
四
月
日
新
書
院
）
第

八
章
「
江
戸
時
代
ノ
医
学
」
「
和
蘭
流
外
科
」
に
も
、
「
和
蘭
医
方
ニ
ア
リ

テ
、
先
ヅ
挙
グ
ベ
キ
ハ
、
解
剖
学
及
ビ
生
理
学
ニ
シ
テ
、
」
（
三
〇
二
頁
）

○

○

○

○

○

○

「
而
シ
テ
当
時
世
人
ハ
ソ
ノ
［
和
蘭
流
外
科
］
術
ノ
新
奇
ナ
ル
ヲ
喜
ビ
、

［
略
］
和
蘭
医
方
ヲ
伝
習
ス
ル
モ
ノ
甚
ダ
多
ク
、
遂
ニ
楢
林
・
西
・
［
略
］

等
ノ
通
詞
ハ
、
各
々
一
門
戸
ヲ
張
リ
、
所
謂
和
蘭
流
外
科
ヲ
標
榜
シ
テ
各

個
流
派
ヲ
別
ツ
ニ
イ
タ
レ
リ
。
」（
三
〇
三
～
四
頁
）
と
あ
る
。
本
作
で
、

実
情
と
正
反
対
の
設
定
に
し
た
意
味
は
後
述
す
る
。

続
く
楢
林
鎮
山
に
つ
い
て
は
、
『
大
百
科
事
典
』
「
和
蘭
医
方
」
の
「
和

蘭
流
外
科
の
頭
領
た
る
楢
林
鎮
山
が
、
元
禄
年
間
に
蘭
医
か
ら
伝
来
し
た

と
い
ふ
秘
蔵
の
外
科
書
が
、
一
六
四
九
年
（
慶
安
二
年
）
に
刊
行
さ
れ
た

パ
レ
ー
の
和
蘭
訳
で
あ
つ
た
」
に
拠
る
。
た
だ
し
こ
れ
は
、
一
六
四
九
年
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オ
ラ
ン
ダ
語
訳
さ
れ
た
パ
レ
ー
の
外
科
書
を
、楢
林
鎮
山
が
元
禄
年
間
（
一

六
八
八
～
一
七
〇
四
）
に
蘭
医
を
通
じ
て
入
手
し
秘
蔵
し
て
い
た
、
と
い

う
意
味
で
あ
る

（
九
）

。
本
作
で
、
「
ぱ
れ
い
」
の
著
書
を
慶
安
二
年
に
楢
林

鎮
山
が
翻
訳
刊
行
し
た
よ
う
に
記
す
の
は
、久
生
十
蘭
の
誤
解
で
あ
ろ
う
。

「
ア
ン
ブ
ロ
ア
ス
・
パ
レ
ー

A
m
brois

Paré

（1510
-
1590

）
出
で
近
代

外
科
学
の
開
祖
と
な
り
、
」
（
『
大
百
科
事
典
』
「
和
蘭
医
方
」
）
、
「
フ
ラ
ン

ス
人
パ
レ
ー
（
一
五
一
七-

一
五
九
〇
）
は
銃
傷
療
法
の
改
良
、
血
管
結

マ
マ

紮
法
の
完
成
に
よ
り
て
外
科
学
上
に
不
朽
の
名
を
の
こ
し
た
。
」
（
同
「
医

史
」
）
と
あ
る
。

な
お
、
『
う
す
ゆ
き
抄
』
収
録
時
に
付
加
さ
れ
た
「
華
岡
流
の
外
科
」

も
、
『
大
百
科
事
典
』
「
ハ
ナ
オ
カ
セ
イ
シ
ュ
ー

華
岡
青
洲
」
の
「
華
岡

流
外
科
の
名
を
海
内
に
轟
か
し
、［
略
］。
麻
酔
剤
と
し
て
曼
陀
羅
華
の
煎

剤
を
案
出
し
、
鎖
肛
、
鎖
陰
、
尿
道
結
石
、
乳
癌
、
脱
疽
、
痔
漏
、
兔
脣

等
の
手
術
を
行
う
た
」
云
々
に
拠
ろ
う
。

次
に
本
作
で
は
、
「
去
勢
術
に
関
す
る
医
書
」
で
「
牛
馬
の
睾
丸
ま
た

は
卵
巣
を
割
去
す
る
術
を
詳
述
し
た
も
の
」
に
基
づ
い
て
実
検
を
行
っ
た

が
、
「
止
血
の
方
法
が
う
ま
く
い
か
ず
、
と
り
わ
け
性
器
の
完
成
し
た
壮

年
の
牛
馬
は
夥
し
く
出
血
し
て
倒
れ
て
し
ま
ふ
。
灼
切
り
法
と
い
ふ
の
も

試
み
た
が
、
施
術
後
の
保
定
に
も
不
確
な
と
こ
ろ
が
あ
る
ゆ
ゑ
か
、
幼
年

の
孱
弱
な
も
の
は
一
匹
も
助
か
ら
な
か
つ
た
。
」
。
そ
の
た
め
、
万
全
を
期

す
べ
く
戸
塚
静
海
に
尋
ね
た
所
、
「
か
す
と
ら
ち
お
ん
の
医
書
に
は
、
去

勢
の
術
は
寒
暑
の
候
は
い
づ
れ
も
不
可
。
春
、
秋
、
殊
に
早
春
が
よ
い
と

あ
つ
た
。
こ
れ
は
牛
馬
の
こ
と
で
、
［
略
］
な
ん
と
い
つ
て
も
施
術
の
器

具
が
思
ふ
や
う
で
な
く
、
消
毒
の
方
法
も
不
備
だ
か
ら
、
感
染
の
恐
れ
の

少
な
い
季
節
を
選
び
た
い
。
」
と
答
え
た
と
あ
る
が
、
こ
れ
も
『
大
百
科

事
典
』
「
キ
ョ
セ
イ

去
勢
」
に
拠
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

去
勢

K
astration

［
新
装
分
冊
版
「C

astration

」
］
［
略
］
。
／
〔
男

性
去
勢
〕
睾
丸
及
び
副
睾
丸
の
結
核
症
、
悪
性
腫
瘍
、
重
症
損
傷
、

化
膿
、
壊
疽
等
あ
る
場
合
に
行
は
れ
る
。
外
科
的
手
術
に
よ
る
去
勢

術
は
一
名
睾
丸
剔
出
術
と
い
ふ
。
一
側
睾
丸
剔
出
後
に
は
男
子
の
二

次
的
性
徴
に
は
何
等
変
化
を
見
な
い
が
、
両
側
睾
丸
剔
出
後
に
は
次

第
に
こ
れ
を
失
ふ
。
［
略
］
／
〔
家
畜
の
去
勢
〕
睾
丸
ま
た
は
卵
巣

の
割
去
を
い
ふ
。
［
略
］
余
り
幼
年
で
は
体
が
孱
弱
で
手
術
に
耐
へ

ぬ
し
、
壮
年
に
達
し
て
は
生
殖
器
が
完
成
す
る
た
め
に
出
血
等
で
倒

れ
る
懼
が
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、［
略
］。
季
節
は
寒
暑
の
候
は
何
れ

も
不
可
で
春
秋
、
殊
に
早
春
が
よ
い
。
手
術
器
具
の
準
備
と
消
毒
に

注
意
し
、
保
定
を
確
実
に
行
は
ぬ
と
却
つ
て
家
畜
が
騒
い
で
自
ら
出

血
を
多
く
す
る
や
う
な
場
合
が
あ
る
。
去
勢
の
方
法
に
は
種
々
あ
る

が
、［
略
］。
直
接
法
に
は
［
略
］
灼
截
式
、
結
紮
式
が
あ
り
、
止
血

法
に
は
［
略
］
。
消
毒
不
十
分
な
時
ま
た
は
暑
気
の
強
き
時
に
術
後

往
々
続
発
性
の
疾
病
を
起
す
こ
と
が
あ
る
。

本
作
末
尾
で
、
ま
だ
嫡
子
の
い
な
い
殿
が
手
術
を
行
っ
て
も
問
題
な
い

か
心
配
す
る
奥
方
や
母
堂
に
対
し
、
「
一
個
を
も
つ
て
二
個
の
役
を
果
す

べ
き
証
跡
」
を
申
し
上
げ
る
場
面
は
、
一
方
の
睾
丸
を
摘
出
し
て
も
二
次

的
性
徴
が
変
化
し
な
い
と
の
上
記
記
述
に
拠
る
だ
ろ
う
。

そ
れ
で
も
不
安
を
隠
せ
な
い
母
堂
が
手
術
取
り
や
め
を
言
い
出
し
た
た

め
、
困
っ
た
大
槻
は
、
母
堂
が
国
学
に
造
詣
の
深
い
の
に
付
け
込
み
、「
万

葉
集
の
巻
ノ
七
に
、
伊
勢
の
海
の
あ
ま
の
志
摩
津
が
鮑
玉
、
取
り
て
後
も

し

ま

づ

あ
は
び
だ
ま

が
恋
の
繁
け
ん
と
い
ふ
和
歌
」
の
意
に
つ
い
て
、
「
鮑
玉
の
一
方
が
残
つ

て
居
れ
ば
、
い
つ
で
も
想
ふ
人
の
子
を
孕
む
こ
と
が
で
き
る
と
い
ふ
、
そ

の
心
を
う
た
つ
た
も
の
」
で
あ
る
と
、
古
歌
に
事
寄
せ
て
母
堂
を
「
欺
し

て
し
ま
ふ
」
。
こ
う
し
た
文
学
関
係
の
知
識
も
、
『
大
百
科
事
典
』
「
ア
マ
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海
人
・
海
士
・
海
女
・
蜑
・
蜑
婦
」
〔
志
摩
の
海
女
〕
の
、

三
重
県
志
摩
、
度
会
郡
一
帯
に
は
可
な
り
古
く
か
ら
海
女
の
生
活
が

初
つ
て
ゐ
る
。
『
万
葉
集
』
巻
七
に
は
「
い
せ
の
海
の
、
あ
ま
の
し

ま
つ
が
あ
は
び
た
ま
、
と
り
て
の
ち
も
が
恋
の
し
げ
け
ん
」
と
あ
る

が
、
志
摩
人
は
そ
の
地
形
上
、
昔
よ
り
、
男
女
と
も
海
産
物
の
採
取

に
従
事
し
、
い
は
ゆ
る
志
摩
の
海
士
と
し
て
全
国
的
に
そ
の
名
が
高

い
。
現
在
で
は
、
鮑
よ
り
も
、
真
珠
貝
を
と
る
も
の
が
殖
え
る
傾
向

で
あ
る
。
［
略
］
＊
真
珠
・
海
人
塚

及
び
「
真
珠
」
〔
真
珠
の
歴
史
〕
の
、

我
国
は
海
産
物
に
恵
ま
れ
た
国
で
あ
り
殊
に
ア
コ
ヤ
貝
、
ア
ハ
ビ
貝

の
分
布
は
広
く
且
つ
多
く
生
産
し
、
そ
の
肉
を
好
ん
だ
故
に
自
然
太

古
よ
り
真
珠
を
獲
る
こ
と
多
く
た
め
に
貴
重
さ
れ
て
ゐ
た
。
『
古
事

マ
マ

記
』
『
日
本
書
紀
』
『
万
葉
集
』
に
真
珠
の
こ
と
が
か
な
り
多
く
現
は

れ
て
を
り
、
『
万
葉
集
』
巻
七
に
「
伊
勢
海
之
白
水
郎
之
島
津
我
鰒

イ

セ

ノ

ミ

ノ

ア

マ

ノ

シ

マ

ツ

ガ

ア

ハ

ビ

珠
取
而
後
毛
恋
之
将
繁
」
と
あ
る
を
『
古
今
和
歌
六
帖
』
に
は
「
伊

ダ
マ
ト
リ
テ
ノ
ノ
チ
モ
コ
ヒ
ノ
シ
ゲ
ケ
ン

勢
の
海
の
海
士
の
し
わ
ざ
の
あ
こ
や
だ
ま
と
り
て
後
も
か
恋
の
し
げ

け
ん
」
と
あ
り
、
明
か
に
伊
勢
志
摩
地
方
の
あ
こ
や
珠
を
い
つ
て
ゐ

る
。

に
拠
っ
て
い
る

（
十
）

。

こ
の
万
葉
集
一
三
二
二
番
歌
の
第
四
句
は
「
取
而
後
毛
可
」
と
読
み
、

と

り

て

の

ち

も

か

「
伊
勢
の
海
の
海
人
の
島
津
の
真
珠
は
、
手
に
入
れ
た
後
も
や
は
り
恋
し

さ
は
頻
り
で
あ
ろ
う
か
。
」
の
意
（
『
新
日
本
古
典
文
学
大
系

萬
葉
集
二
』

二
〇
〇
〇
年
十
一
月
岩
波
書
店
。
「
も
」
「
か
」
は
そ
れ
ぞ
れ
詠
嘆
・
疑
問

を
表
す
係
助
詞
）
。
「
譬
喩
歌
」
「
寄
レ

玉
」
十
一
首
中
の
一
で
、
真
珠
の

よ
う
な
恋
し
い
女
性
と
共
に
暮
ら
す
よ
う
に
な
っ
て
も
、
さ
ら
に
恋
し
さ

が
募
る
こ
と
を
喩
え
た
歌
で
あ
る
。

し
か
し
本
作
で
は
、〔
志
摩
の
海
女
〕
の
記
載
通
り
「
取
り
て
後
も
が
」

と
願
望
を
表
す
終
助
詞
に
変
え
、
後
半
の
歌
意
を
「
（
鮑
玉
を
）
取
っ
た

後
で
あ
れ
ば
い
い
な
あ
。
（
そ
う
す
れ
ば
）
さ
ら
に
恋
し
さ
が
募
る
だ
ろ

う
」
と
し
て
い
る
。

大
槻
に
拠
れ
ば
、
件
の
歌
は

一
般
に
は
、
藤
原
ノ
淡
海
公
と
志
摩
の
玉
取
り
の
故
事
を
読
ん
だ
も

マ
マ

の
と
言
ふ
こ
と
に
な
つ
て
居
り
ま
す
る
が
、
わ
た
く
し
ど
も
は
、
あ

れ
を
医
学
の
歌
だ
と
し
て
居
り
ま
す
。
あ
ま
と
あ
る
は
、
海
に
潜
る

海
女
に
て
は
な
く
、
古
は
海
辺
の
遊
女
の
異
名
で
あ
つ
た
蜑
を
指
し

い
に
し
へ

あ
ま

た
も
の
で
［
略
］
往
古
は
陸
路
の
便
が
少
く
、
旅
行
は
お
ほ
む
ね
海

路
に
よ
り
ま
し
た
が
、
旅
人
の
鬱
を
散
ず
る
た
め
、
港
々
に
蜑
と
い

ふ
遊
女
が
居
つ
て
、
船
が
港
へ
入
る
と
、
小
舟
に
乗
り
、
あ
る
ひ
は

岸
に
立
つ
て
客
を
招
ん
だ
よ
し
で
ご
ざ
い
ま
す
。
伊
勢
の
海
の
歌
に

あ
る
鮑
玉
と
は
、
玉
の
意
で
は
な
く
、
［
「
、
玉
の
意
で
は
な
く
、
」

ナ
シ
］
人
間
の
精
髄
の
こ
と
で
、
男
に
あ
つ
て
は
鰒
玉
、
女
に
あ
つ

ふ
ぐ
り
だ
ま

て
は
鮑
玉
。
そ
の
頃
、
蜑
を
抱
へ
ま
す
る
と
き
、
前
も
つ
て
一
方
の

あ
わ
び
だ
ま

鮑
玉
を
切
取
る
例
が
ご
ざ
つ
た
が
、
蜑
ど
も
に
し
て
は
、
鮑
玉
の
一

方
が
残
つ
て
居
れ
ば
、
い
つ
で
も
想
ふ
人
の
子
を
孕
む
こ
と
が
で
き

る
と
い
ふ
、
そ
の
心
を
う
た
つ
た
も
の
と
解
し
て
居
り
ま
す
。

こ
の
解
釈
の
前
半
は
、
『
大
百
科
事
典
』「
ア
マ

海
士
・
海
人
」
の

（
一
）
能
の
謡
曲
。
［
略
］
藤
原
房
前
の
大
臣
は
、
父
淡
海
公
が
讃

ふ
さ
さ
き

州
志
渡
浦
の
海
士
と
契
つ
て
生
れ
た
子
な
る
由
を
侍
臣
か
ら
聞
き
、

亡
き
母
の
十
三
年
忌
に
家
臣
を
伴
つ
て
志
渡
浦
に
至
り
、
追
善
の
回

向
を
す
る
と
、
海
士
の
姿
を
し
た
母
の
霊
が
現
は
れ
て
、
昔
の
身
上

語
り
か
ら
、
海
中
に
入
つ
て
龍
神
か
ら
宝
珠
を
取
り
上
げ
た
始
終
を

舞
つ
て
見
せ
、
や
が
て
龍
女
と
成
り
、
孝
子
の
供
養
を
う
け
て
成
仏
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す
る
と
い
ふ
筋
。
（
二
）
因
み
に
、
右
の
海
人
の
玉
取
り
の
伝
説
を

脚
色
せ
る
も
の
に
、
な
ほ
幸
若
の
舞
曲
及
び
古
浄
瑠
璃
に
『
大
職
冠
』

あ
り
、

と
、
同
「
ア
マ

海
人
」
の
、

遊
女
の
異
名
。
ま
た
蜑
と
も
書
く
。
往
古
は
陸
路
の
便
少
な
く
、
旅

行
は
多
く
海
路
を
船
に
依
つ
た
も
の
で
あ
る
。
従
つ
て
、
長
い
航
海

中
の
鬱
を
散
ず
る
た
め
に
、
船
が
港
に
這
入
る
と
、
多
く
の
遊
女
は
、

或
は
船
に
乗
り
、
或
は
海
岸
に
立
つ
て
、
客
を
呼
ん
だ
も
の
で
あ
る
。

を
組
み
合
わ
せ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
男
性
の
「
玉
取
り
」
か
ら
謡
曲
、
さ

ら
に
志
摩
の
海
女
の
真
珠
取
り
を
連
想
し
、
万
葉
集
の
歌
と
絡
め
る
。
同

音
の
「
蜑
」
か
ら
遊
女
へ
、
そ
の
恋
と
「
鮑
玉
」
の
取
り
合
わ
せ
か
ら
、

「
取
り
て
」
を
男
女
そ
れ
ぞ
れ
の
持
つ
「
人
間
の
精
髄
」
、
す
な
わ
ち
「
鰒

玉
」
「
鮑
玉
」
の
一
つ
を
切
り
取
る
と
解
釈
し
た
の
だ
が
、
「
志
摩
の
玉
取

り
の
故
事
を
読
ん
だ
も
の
」
は
ま
だ
し
も
、
「
伊
勢
の
海
の
歌
に
あ
る
鮑

玉
と
は
、
玉
の
意
で
は
な
く
、
人
間
の
精
髄
の
こ
と
で
、
」
以
下
は
こ
じ

つ
け
に
過
ぎ
る
。

ま
ず
、
謡
曲
で
は
讃
岐
国
「
志
渡
浦
」
が
舞
台
で
あ
り
、
志
摩
で
は
な

い
。
ま
た
、
当
該
歌
の
「
あ
ま
」
を
海
女
で
は
な
く
遊
女
の
意
と
し
た
上

で
、
男
性
の
睾
丸
同
様
、
女
性
に
も
二
つ
の
「
鮑
玉
」
が
あ
る
と
す
る
が
、

そ
れ
が
何
を
指
す
か
、
明
ら
か
で
な
い
（
強
い
て
推
せ
ば
卵
巣
か
）
。
加

え
て
、
蜑
を
抱
え
る
際
な
ぜ
「
一
方
の
鮑
玉
を
切
取
る
」
の
か
も
不
明
。

百
歩
譲
っ
て
こ
れ
ら
を
受
け
入
れ
る
に
せ
よ
、
な
ぜ
鮑
玉
を
一
つ
切
り
取

っ
た
方
が
恋
し
さ
が
募
る
の
か
わ
か
ら
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
恋
し
さ
が
募

る
＝
妊
娠
と
は
限
ら
な
い
。

し
か
し
母
堂
は
、
な
ま
じ
国
学
に
素
養
の
あ
る
だ
け
、
万
葉
歌
を
め
ぐ

る
医
者
の
ま
こ
と
し
や
か
な
解
釈
で
煙
に
巻
か
れ
、
手
術
を
許
し
て
し
ま

う
。な

お
、
謡
曲
「
海
士
」
、
志
摩
と
い
う
場
所
、
船
や
海
岸
で
客
を
呼
ぶ

遊
女
と
い
う
モ
チ
ー
フ
は
、
泉
鏡
花
「
歌
行
燈
」
（
明
治
四
十
三
年
一
月

「
新
小
説
」
）
を
想
起
さ
せ
る
。
じ
っ
さ
い
、
拙
稿
「
久
生
十
蘭
と
泉
鏡

花
」
（
二
〇
一
〇
年
七
月
国
書
刊
行
会
『
定
本
久
生
十
蘭
全
集
』
月
報
7

所
収
）
、
前
掲
「
『
鈴
木
主
水
』
に
お
け
る
忠
義
と
私
情
」
注
（

）
で
指

30

摘
（
十
一
）

し
た
よ
う
に
、
久
生
十
蘭
は
「
歌
行
燈
」
を
含
む
鏡
花
作
品
を
愛

読
し
て
い
た
。
父
宗
山
の
自
殺
後
、
継
母
に
鳥
羽
の
廓
に
売
ら
れ
た
お
三

重
が
、
船
頭
衆
へ
の
売
春
を
拒
ん
だ
た
め
、
若
い
衆
か
ら
謡
曲
そ
の
ま
ま

に
縄
を
付
け
ら
れ
、
何
度
も
海
中
深
く
沈
め
ら
れ
る
設
定
は
、
本
作
の
「
志

摩
の
玉
取
り
」
と
重
な
る
と
も
読
め
る
。

四

『
お
ら
ん
だ
正
月
』

―
蘭
学
と
医
学

―

本
作
が
大
き
く
依
拠
し
た
の
は
『
遣
魯
伝
習
生
始
末
』『
大
百
科
事
典
』

で
あ
っ
た
が
、
江
戸
時
代
の
科
学
者
五
十
二
名
の
伝
記
を
平
易
に
記
述
し

た
森
銑
三
『
お
ら
ん
だ
正
月

（
日
本
の
科
学
者
達
）
』（
昭
和
十
三
年
八

月
冨
山
房
百
科
文
庫
）
に
拠
っ
た
個
所
も
散
見
さ
れ
る
。

ま
ず
、
本
作
で
は
伊
東
玄
朴
の
住
所
を
「
下
谷
御
徒
町
和
泉
橋
通
り
」

と
す
る
が
、
『
遣
魯
伝
習
生
始
末
』
で
は
「
天
保
四
年
江
戸
和
泉
橋
通
御

徒
士
町
に
医
業
を
開
く
、
」
（
「

少
年
の
頃
」
註
（
三
）
、
一
三
一
頁
）
と

C

あ
っ
て
、
こ
れ
に
拠
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
『
お
ら
ん
だ
正

月
』
五
二
「
農
家
か
ら
出
て
幕
府
の
奥
医
師
に
な
つ
た
伊
東
玄
朴
」
に
、

「
天
保
四
年
に
は
玄
朴
は
ま
た
下
谷
御
徒
町
和
泉
橋
通
に
、
［
略
］
大
き

な
家
を
建
て
て
、
そ
こ
へ
越
し
ま
し
た
。
」
と
あ
り
、
こ
ち
ら
の
方
が
近

い
。
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第
二
に
、
本
作
で
は
「
解
体
新
書
」
の
後
、
「
内
科
撰
要
」
「
医
範
提
網

[
綱]

」
が
出
た
と
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
『
大
百
科
事
典
』
「
蘭
学
」
で
、
前

野
良
沢
、
杉
田
玄
白
に
学
ん
だ
大
槻
玄
沢
（
磐
水
）
門
下
の
「
作
州
津
山

藩
医
宇
田
川
玄
随
は
『
内
科
選
要
』
を
編
述
し
、
伊
勢
の
人
安
岡
玄
真
（
の

ち
宇
田
川
玄
真
）
は
『
医
範
提
綱
』
を
著
は
し
て
」
に
拠
っ
た
と
も
考
え

ら
れ
る
が
、
用
字
が
「
撰
」
「
選
」
で
相
違
す
る
。
し
か
し
、
『
お
ら
ん
だ

正
月
』
三
二
「
ロ
シ
ア
人
ま
で
そ
の
名
を
知
つ
て
ゐ
た
桂
川
甫
周
」
、
三

四
「
オ
ラ
ン
ダ
流
の
内
科
を
興
し
た
宇
田
川
槐
園
と
同
榛
斎
」
で
は
本
作

同
様
「
内
科
撰
要
」
と
表
記
さ
れ
る
。
後
者
に
は
「
医
範
提
綱
」
の
名
も

見
え
、
外
科
だ
け
で
な
く
内
科
の
知
識
も
移
入
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
、
榛
斎
か
ら
「
教
を
受
け
る
者
は
い
つ
も
数
百
人
に
も
及
ん
で
ゐ
」

た
と
あ
り
、
本
作
の
「
蘭
方
医
、
お
ほ
よ
そ
三
百
人
」
の
参
考
に
さ
れ
た

か
も
し
れ
な
い
。

第
三
、
前
述
の
よ
う
に
、
本
作
で
「
蘭
方
は
内
科
ば
か
り
で
外
科
は
な

い
。
外
科
の
名
目
は
あ
る
が
、
膏
薬
と
塗
薬
の
ほ
か
何
事
も
得
出
来
ず
、
」

は
事
実
に
反
し
て
い
た
。
し
か
し
、
『
お
ら
ん
だ
正
月
』
三
五
「
蘭
学
を

拡
め
た
大
功
労
者
大
槻
磐
水
」
に
は
、
明
和
四
年
（
一
七
六
七
）
こ
ろ
の

「
オ
ラ
ン
ダ
流
の
医
術
と
い
ひ
ま
す
の
は
、
た
ゞ
膏
薬
や
油
薬
な
ど
を
使

つ
て
外
科
の
療
治
を
す
る
だ
け
の
こ
と
で
、
［
略
］
至
つ
て
覚
つ
か
な
い

も
の
で
し
た
。
」
「
わ
が
国
で
オ
ラ
ン
ダ
流
と
い
つ
て
ゐ
る
の
は
、
外
科
ば

か
り
で
内
科
が
な
い
。
［
略
］
オ
ラ
ン
ダ
医
者
と
い
へ
ば
、
膏
薬
油
薬
の

療
法
ば
か
り
し
て
ゐ
る
」
と
あ
り
、
本
作
と
類
似
す
る
（
油
薬
と
は
軟
膏

・
塗
薬
の
こ
と
）
。
本
作
の
「
蘭
方
は
内
科
ば
か
り
で
外
科
は
な
い
。
」
は
、

『
お
ら
ん
だ
正
月
』
の
「
外
科
ば
か
り
で
内
科
が
な
い
。
」
を
逆
転
さ
せ

た
も
の
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
蘭
方
は
確
か
に
外
科
を
特
長
と
は
す
る

も
の
の
、
明
和
四
年
こ
ろ
の
状
況
は
膏
薬
・
油
薬
を
使
う
初
歩
的
な
療
治

に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
そ
う
し
た
中
、
大
槻
磐
水
が
『
蘭
学
階
梯
』
（
天
明

八
年
［
一
七
八
八
］
）
『
重
訂
解
体
新
書
』
（
寛
政
十
年
［
一
七
九
八
］
ほ

ぼ
成
）
等
に
よ
り
蘭
学
を
広
め
、
多
く
の
弟
子
を
育
て
た
た
め
、
外
科
・

内
科
双
方
の
知
見
が
蓄
積
さ
れ
、
嘉
永
二
年
の
睾
丸
摘
出
術
に
至
っ
た
の

で
あ
る
。
本
作
で
は
こ
う
し
た
経
緯
を
記
さ
ず
、
逆
に
蘭
方
を
内
科
ば
か

り
と
す
る
こ
と
で
、
睾
丸
摘
出
手
術
に
苦
心
惨
憺
す
る
伊
東
玄
朴
た
ち
の

姿
を
浮
き
彫
り
に
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
本
書
の
標
題
「
お
ら
ん
だ

正
月
」
と
は
、
大
槻
磐
水
が
、
寛
政
六
年
閏
十
一
月
十
一
日
を
陽
暦
一
七

九
五
年
元
旦
と
し
て
祝
っ
た
故
事
に
よ
る
も
の
で
、
こ
の
章
は
本
書
の
要

で
あ
っ
た
。

第
四
に
、
本
作
で
は
、
内
臓
が
人
間
と
よ
く
似
て
い
る
と
の
説
か
ら
獺

を
解
剖
用
資
料
に
使
用
し
て
い
た
山
脇
東
洋
が
、
実
際
に
人
間
を
解
剖
し

て
み
る
と
「
獺
の
内
臓
は
、
人
間
の
内
臓
と
は
似
て
も
つ
か
ぬ
も
の
だ
と

い
ふ
こ
と
［
似
て
も
つ
か
ぬ
こ
と
］
」
を
知
り
、
宝
暦
の
む
か
し
「
「
臓
志
」

と
い
ふ
医
書
」
で
明
ら
か
に
し
た
、
と
さ
れ
る
。
『
お
ら
ん
だ
正
月
』
一

五
「
わ
が
国
で
始
め
て
人
体
を
解
剖
し
た
山
脇
東
洋
」
に
は
、
東
洋
が
宝

暦
四
年
（
一
七
五
四
）
人
体
解
剖
に
立
ち
会
い
、
「
獺
の
内
臓
が
決
し
て

人
間
の
内
臓
に
似
て
ゐ
な
い
こ
と
」
を
知
り
、
後
に
「
臓
志
と
い
ふ
書
物
」

を
著
し
た
と
記
す
。
表
現
の
類
似
性
や
、
「
蔵
志
」
を
「
臓
志
」
と
誤
っ

て
い
る
共
通
点
か
ら
見
て
、
『
お
ら
ん
だ
正
月
』
に
拠
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
（
十
二
）

。

五

滑
稽
と
真
摯

以
上
、
本
作
の
材
源
と
し
て
四
種
の
文
献
を
挙
げ
、
摂
取
の
実
態
を
跡

づ
け
た
。
こ
れ
ら
は
本
作
の
か
な
り
の
部
分
を
占
め
て
い
る
に
も
関
わ
ら
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ず
、
切
り
貼
り
の
痕
跡
を
感
じ
さ
せ
な
い
。
渾
然
た
る
文
章
に
感
服
の
ほ

か
は
無
い
。

最
後
に
、
本
作
の
特
質
を
検
討
し
た
い
。

ま
ず
挙
げ
る
べ
き
は
、
本
稿
冒
頭
で
向
井
の
指
摘
し
た
「
警
抜
で
豊
か

な
ユ
ー
モ
ア
」
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
腫
瘍
と
い
う
深
刻
な
病
に
も
関
わ

ら
ず
そ
の
部
位
が
「
ふ
ぐ
り
」
で
あ
る
こ
と
、
身
分
の
高
い
「
大
藩
の
殿

様
」
が
陰
部
の
猛
烈
な
痒
み
に
心
気
悩
乱
す
る
こ
と
、
「
ふ
ぐ
り
」
の
病

態
や
手
術
の
経
緯
が
流
麗
な
雅
文
体
で
日
記
に
記
さ
れ
る
こ
と
な
ど
、
種

々
の
ギ
ャ
ッ
プ
か
ら
生
ま
れ
る
。
殿
様
の
苦
悩
が
深
刻
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ

ど
、
無
関
係
の
読
者
に
は
可
笑
し
く
感
じ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
特
に
、
腫

瘍
を
「
こ
や
つ
め
が
、
こ
や
つ
め
が
」
と
擬
人
化
し
て
憎
む
も
の
の
、
何

と
も
致
し
方
な
く
、
つ
い
に
摘
出
を
決
意
し
て
、
「
身
を
責
む
る
讐
を
ば

斬
り
つ
更
に
ま
だ
［
ま
た
］
よ
き
敵
も
か
な
［
が
な
］
組
打
ち
に
せ
む
」

と
詠
み
上
げ
る
大
仰
さ
や
、
「
お
れ
を
ば
、
ふ
ぐ
り
玉
の
下
敷
に
し
て
殺

す
気
か
の
う
」
と
荒
れ
る
さ
ま
な
ど
、
こ
と
「
ふ
ぐ
り
」
だ
け
に
何
と
も

可
笑
し
い
。
ま
た
、
「
殿
の
ふ
ぐ
り
玉
に
殉
死
を
ね
が
ふ
」
、
す
な
わ
ち
手

術
の
実
験
台
に
な
ろ
う
と
申
し
出
る
藩
士
が
続
出
す
る
件
も
、
も
ち
ろ
ん

藩
士
た
ち
は
大
真
面
目
な
の
だ
ろ
う
が
、
「
い
ち
ど
出
し
た
ふ
ぐ
り
が
、

た
や
す
く
ひ
つ
こ
ま
さ
れ
る
か
」
な
ど
、
そ
の
真
剣
さ
と
、
睾
丸
「
殉
死
」

願
い
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
ユ
ー
モ
ラ
ス
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
手
術
に
反
対
し

た
母
堂
が
珍
妙
な
和
歌
の
解
釈
で
誤
魔
化
さ
れ
る
滑
稽
さ
も
逸
し
が
た

い
。
加
え
て
、
「
嘉
永
の
は
じ
め

嘉
永
二

年
十
月

の
こ
と
で
ご
ざ
つ
た
。
」
と
始
ま
り
、

「
そ
の
次
第
は
、
殿
の
日
記
に
見
え
て
ご
ざ
る
。
」
と
閉
じ
ら
れ
る
、
時

代
が
か
っ
た
文
体
（
途
中
や
や
平
易
に
な
る
が
）
も
、
上
記
内
容
と
の
ギ

ャ
ッ
プ
を
際
立
た
せ
る
。
要
す
る
に
、
「
大
藩
の
殿
様
」
に
行
わ
れ
た
本

邦
初
の
外
科
手
術
を
し
か
つ
め
ら
し
く
語
っ
て
は
い
る
が
、
そ
れ
が
「
ふ

ぐ
り
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
可
笑
し
さ
が
際
立
つ
の
で
あ
る
。
本
作
よ

り
約
二
百
年
前
、
風
来
山
人
の
物
し
た
戯
文
「
痿
陰
隠
逸
伝
」
（
明
和
五

な
え
ま
ら

年
［
一
七
六
八
］
自
序
）
を
想
起
さ
せ
る
よ
う
な
素
材
・
発
想
と
言
う
べ

き
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
同
時
に
、
初
め
て
の
睾
丸
摘
出
手
術
に
挑
ん
だ
伊
東
玄
朴
以
下

蘭
方
医
た
ち
の
苦
心
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
特
に
、
「
蘭
方
は
内
科
ば

か
り
で
外
科
は
な
い
」
と
い
う
、
現
実
と
は
逆
の
前
提
と
す
る
こ
と
で
、

蘭
方
医
た
ち
が
『
解
体
新
書
』
以
降
外
科
の
施
術
か
ら
「
う
ま
い
こ
と
逃

げ
」
、
「
施
術
［
解
剖
］
の
技
さ
へ
心
得
て
ゐ
れ
ば
、
み
す
み
す
助
け
ら
れ

る
命
を
、
お
の
れ
の
卑
怯
と
怠
慢
か
ら
、
［
略
］
見
捨
て
［
見
捨
て
て
］

来
た
」
と
伊
東
玄
朴
が
皆
の
前
で
反
省
す
る
場
面
は
、
本
作
独
自
の
設
定

で
あ
る
。
「
人
間
の
貴
い
命
を
預
る
医
者
の
精
神
」
に
照
ら
し
「
恥
入
つ

た
。
赤
面
背
汗
の
い
た
り
」
と
の
反
省
を
玄
朴
と
共
有
し
た
蘭
方
医
た
ち

は
一
致
協
力
、
種
々
の
困
難
を
克
服
し
、
「
殿
の
日
記
」
に
記
さ
れ
た
よ

う
に
手
術
を
成
功
へ
と
導
く
。
こ
こ
に
本
作
の
主
題
が
あ
っ
た
と
い
え
よ

う
。
困
難
を
排
し
て
関
係
者
を
団
結
さ
せ
、
成
功
に
導
く
リ
ー
ダ
ー
像
は
、

数
ヶ
月
後
、
「

重吉

漂
流
記
」（
昭
和
二
十
七
年
一
月
「
小
説
公
園
」
、
の
ち
『
う

す
ゆ
き
抄
』
に
「
重
吉
漂
流
紀
聞
」
と
改
題
収
録
）
の
船
頭
重
吉
、
「
藤

九
郎
の
島
」
（
同
年
九
月
「
オ
ー
ル
読
物
」
）
の
船
頭
左
太
夫
に
結
実
す
る

（
十
三
）

。
殿
の
病
を
め
ぐ
る
可
笑
し
さ
に
目
を
奪
わ
れ
が
ち
だ
が
、
蘭
方
医
た
ち

の
真
摯
な
姿
こ
そ
本
作
の
眼
目
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

［
注
］

（
一
）
拙
稿
「
『
鈴
木
主
水
』
に
お
け
る
忠
義
と
私
情

―
久
生
十
蘭
論

―
」

VI

（
二
〇
一
五
年
七
月
「
国
語
国
文
」）
参
照
。
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（
二
）
初
出
は
洗
雲
荘
「
玉
と
り
の
日
記

―
わ
が
国
最
初
の
睾
丸
摘
出
手
術
の

記
録

―
」
（
昭
和
十
四
年
三
月
「
科
学
知
識
」
）
。
の
ち
、
昭
和
十
六
年
六

月
「
日
本
歯
科
評
論
」
の
「
歯
界
春
秋
」
欄
に
転
載
。

（
三
）
以
下
、
本
文
は
初
出
に
拠
り
、
［

］
内
に
単
行
本
『
う
す
ゆ
き
抄
』
収

録
本
文
と
の
主
な
異
同
を
示
す
。
な
お
、
掛
川
は
現
静
岡
県
掛
川
市
、
関
は

現
三
重
県
亀
山
市
。

（
四
）
本
作
で
は
、
陰
毛
を
頂
い
た
ふ
ぐ
り
を
「
張
継
が
「
楓
橋
夜
泊
」
の
寒
山

拾
得
の
顔
に
そ
の
儘
」
と
形
容
す
る
が
、
す
で
に
「
内
地
へ
よ
ろ
し
く
」
の

「
流
木
」
二
（
昭
和
十
九
年
七
月
二
日
「
週
刊
毎
日
」
第
二
十
三
巻
第
二
十

六
号
）
で
も
、
山
吉
船
長
の
部
下
二
人
に
つ
い
て
「
張
継
の
「
楓
橋
夜
泊
」

か
ら
ぬ
け
だ
し
て
き
た
寒
山
拾
得
と
い
つ
た
風
体
」
と
し
て
い
た
。
「
風
流

旅
情
記
」
（
昭
和
二
十
五
年
八
月
「
小
説
と
読
物
」
）
で
も
カ
ム
ロ
ー
に

つ
い
て
同
様
の
設
定
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
有
名
な
漢
詩
「
楓
橋

夜
泊
」
に
寒
山
拾
得
の
絵
姿
を
配
し
た
屏
風
絵
の
こ
と
だ
が
、
本
作
の
見
立

て
の
方
が
奇
抜
で
あ
る
。

（
五
）
石
高
二
十
万
二
六
〇
〇
石
余
（
通
俗
に
は
二
十
四
万
石
）
。
た
だ
し
、
新

田
開
発
に
よ
り
幕
末
維
新
の
頃
は
四
十
九
万
四
千
石
余
あ
っ
た
（
一
九
八
五

年
二
月
吉
川
弘
文
館
『
国
史
大
辞
典
』「
高
知
藩
」
）。

（
六
）
明
治
三
十
九
年
九
月
廃
業
（
同
年
九
月
二
日
「
東
京
朝
日
新
聞
」
五
面
に

廃
業
広
告
あ
り
）。

（
七
）
元
版
昭
和
六
年
十
一
月
～
十
年
十
月
刊
、
新
装
分
冊
版
同
十
一
年
十
一
月

～
十
四
年
四
月
。
以
下
、
引
用
は
元
版
に
よ
り
、
新
装
分
冊
版
と
の
異
同
を

注
記
し
た
。

（
八
）
拙
稿
「
『
母
子
像
』
の
内
と
外

―
久
生
十
蘭

―
」
（
一
九
九
三
年
七

II

月
「
光
華
日
本
文
学
」）
以
下
参
照
。

（
九
）
古
賀
十
二
郞
『
西
洋
医
術
伝
来
史
』（
昭
和
十
七
年
十
二
月
日
新
書
院
）「
楢

林
鎮
山
と
そ
の
紅
夷
外
科
宗
伝
」
で
も
、
「
紅
夷
外
科
宗
伝
は
、
仏
蘭
西
の

大
医
ア
ン
ブ
ロ
シ
ウ
ス
・
パ
ア
レ
の
外
科
書
に
依
拠
し
、
貝
原
益
軒
の
序
文

に
も
あ
る
通
り
、
来
舶
紅
毛
医
師
た
ち
の
伝
授
を
も
参
酌
し
、
之
に
加
ふ
に
、

実
験
に
基
づ
け
る
自
得
の
説
を
以
て
し
、
［
略
］
翻
訳
と
云
ふ
よ
り
も
、
寧

ろ
依
拠
せ
る
も
の
と
謂
ふ
べ
く
、
著
述
と
称
す
べ
き
も
の
で
あ
ら
う
。［
略
］

楢
林
鎮
山
が
、
紅
夷
外
科
宗
伝
を
著
す
に
あ
た
り
て
用
ひ
た
ア
ン
ブ
ロ
シ
ウ

ス
・
パ
ア
レ
の
外
科
書
と
云
ふ
の
は
、A

m
brosius

P
aré(A

m
broise

Paré)

の
外
科
書
をC

arolus
B
attus

の
蘭
訳
せ
るD

e
C
hirurgie

ende
O
pera

van

alle
de
W
erken

van
M
r.
A
m
brosius

P
aré

（
一
六
四
九
年

D
o
rdrecht

）
と
題
す
る
も
の
で
、

一
冊
本
に
て
、
九
百
二
十
八
頁
を
以
て
終
つ
て
ゐ
る
。
こ
の
西
書
は
、
明
治

二
十
四
年
の
夏
の
頃
ま
で
、
楢
林
家
に
代
々
伝
へ
て
ゐ
た
。
」（
一
三
九
頁
）

と
す
る
。
富
士
川
游
『
日
本
医
学
史

決
定
版
』（
前
掲
）「
楢
林
流
外
科
」

（
三
〇
四
頁
）
も
同
様
。

（
十
）
す
で
に
、
「
内
地
へ
よ
ろ
し
く
」
「
引
鶴
」
（
昭
和
十
九
年
十
月
二
十
九
日

「
週
刊
毎
日
」
第
二
十
三
巻
第
四
十
三
号
）
末
尾
で
も
、
「
万
葉
集
巻
九
の

マ
マ

和
歌
」
と
し
て
「
伊
勢
の
海
の
、
海
士
の
し
ま
つ
が
鮑
た
ま
、
と
り
て
後
も

み

か
恋
の
し
げ
け
ん
」
と
引
用
。

（
十
一
）
附
言
す
れ
ば
、「
亜
墨
利
加
討
」（
昭
和
十
八
年
一
月
「
講
談
倶
楽
部
」
）

ア

メ

リ

カ

「
二
つ
の
戦
争
」
一
で
、
高
柳
鉄
太
郎
と
赤
石
八
助
の
合
奏
が
「
池
心
を
流

れ
、
根
岸
の
森
に
こ
だ
ま
し
て
雲
も
動
く
か
と
思
は
れ
た
。
」
も
、「
歌
行
燈
」

末
尾
で
、
辺
見
雪
叟
の
小
鼓
、
恩
地
源
三
郎
・
喜
多
八
の
謡
、
お
三
重
の
舞

に
桑
名
の
海
や
川
波
も
調
子
を
合
わ
せ
、
多
度
山
な
ど
周
囲
の
山
々
も
客
座

に
並
ぶ
気
配
が
あ
っ
た
、
と
自
然
と
人
と
が
一
体
化
す
る
至
芸
の
極
致
を
踏

ま
え
た
も
の
だ
ろ
う
。

（
十
二
）
こ
の
話
は
『
蔵
志
』
（
宝
暦
九
年
［
一
七
五
九
］
刊
）
冒
頭
に
見
え
る

有
名
な
も
の
で
、
東
洋
は
師
後
藤
養
庵
の
「
余
嘗
て
聞
く
、
其
の
蔵
は
人
に
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肖
る
と
。
」
（
『
日
本
科
学
古
典
全
書
』
八
所
収
「
蔵
志
」
昭
和
二
十
三
年
五

月
朝
日
新
聞
社
。
以
下
同
じ
）
に
従
い
「
獺
を
解
き
て
観
」
た
が
、
実
際
に

人
体
を
解
剖
す
る
と
「
何
ぞ
獺
の
蔵
に
肖
ん
や
。
」
と
い
う
あ
り
さ
ま
だ
っ

た
。
通
俗
教
育
研
究
会
『

通
俗

教
育

逸
話
文
庫

学
者
の
巻
』
（
明
治
四
十
四
年
十

二
月
大
倉
書
店
）
「
〔
山
脇
東
洋
〕
人
体
を
解
剖
し
て
蔵
志
を
著
す
」
、
富
士

川
游
『
日
本
医
学
史

決
定
版
』
（
前
掲
）
「
解
剖
学
」
「
山
脇
東
洋
」
等
に

も
見
え
る
。

（
十
三
）
拙
稿
「
漂
流
、
無
人
島
、
楽
園
幻
想

―
久
生
十
蘭
論

―
」
（
二

IV

〇
〇
八
年
五
月
『
説
話
論
集
』
十
七
所
収
、
清
文
堂
）
参
照
。

［
付
記
］

引
用
文
は
初
出
に
拠
り
、
常
用
漢
字
に
改
め
、
適
宜
ル
ビ
を
略
し
た
。
［

］

内
は
須
田
に
よ
る
注
記
、
「
／
」
は
改
行
を
示
す
。
な
お
、
本
稿
は
二
〇
一
八
年

度
後
期
の
京
都
大
学
に
お
け
る
講
義
に
基
づ
く
。

（
す
だ

ち
さ
と
・
本
学
大
学
院
人
間
・
環
境
学
研
究
科
教
授
）


